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奈
留
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封

野内

藤

子爾

3英莞

口

地
域
の
概
況

ー
そ
の
略
史

奈留島キリシタγの家族分封

わ
れ
わ
れ
は
昭
和
田
二
年
以
来
、
五
島
の
キ
リ
ス
ト
教
系
家
族
の
実
態
調
査
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、
本
稿
は
そ
の
一
環
を
な
す
も
の

で
あ
一
匁

な

る

ひ

書

か

対
象
地
の
奈
留
島
は
、
西
北
は
若
松
島
、
東
南
は
久
賀
島
に
挟
ま
れ
て
、
五
島
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
。
本
土
か
ら
は
、

客
船
は
長
崎
港
↓
奈
良
尾
（
中
通
島
）

4
奈
留
、
フ

z
p
l
は
長
崎
港
↓
福
江
（
福
江
本
島
）
↓
奈
留
の
便
が
あ
る
。
航
程
は
約
五
時
間
で

か由
V

ら

あ
る
。
行
政
的
に
は
南
松
浦
郡
奈
留
町
で
あ
る
が
、
奈
留
（
本
）
島
と
前
島
・
葛
島
、
そ
の
他
の
属
島
か
ら
成
っ
て
い
る
。
総
面
積
は
二

六
平
方
キ
ロ
弱
で
あ
る
。
地
図
に
み
る
よ
う
に
、
本
島
は
複
雑
な
海
岸
糠
と
急
峻
な
山
腹
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
、
地
形
と
し
て
は
三
つ
の

尾
根
を
柱
と
し
て
い
る
。
な
お
複
雑
な
海
難
線
は
、
断
層
運
動
と
地
下
運
動
と
に
よ
る
も
の
で
、
地
層
は
下
部
の
凝
灰
岩
を
基
盤
と
し
て
、

中
層
は
砂
岩
と
泥
岩
と
の
互
層
、
上
層
は
砂
岩
の
発
毒
か
い
ち
じ
る
し
い
。
お
よ
そ
新
第
三
紀
の
中
新
世
以
後
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
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福
江
本
島
と
同
様
、
本
島
も
遣
唐
使
の
普
に
は
、
そ
の
寄
泊
地
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
が
、
裏
づ
け
る
史
料
に
は
と
ぽ
し

ぃ
。
し
か
し
平
安
の
中
期
に
な
る
と
、
奈
留
氏
の
名
が
現
わ
れ
る
。
奈
留
民
は
、
源
平
の
あ
い
だ
を
た
く
み
に
潜
り
ぬ
け
た
が
、
そ
こ
に

は
松
浦
党
と
し
て
の
動
き
が
推
察
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
ご
、
宇
久
島
を
拠
っ
た
宇
久
氏
が
、
福
江
本
島
へ
の
進
転
に
成
功
す
る
。

そ
し
て
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
中
通
島
（
上
五
島
）
の
名
門
・
育
方
氏
も
つ
い
に
宇
久
氏
に
臣
礼
を
と
る
よ
う
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
奈
留

民
は
、
こ
の
育
方
氏
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
。
こ
う
し
て
奈
留
氏
は
、
「
島
主
」
の
名
を
と
ど
め
な
が
ら
も
、
宇
久
氏
に
直
属
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
宇
久
氏
は
、
朝
鮮
の
役
を
契
機
と
し
て
、
五
島
姓
に
改
め
て
、
近
世
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
現
在
の
福
江
市
に

築
城
し
て
、
領
内
の
武
士
を
こ
の
地
に
集
め
た
。
い
わ
ゆ
る
「
福
江
直
り
」
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
奈
留
氏
も
福
江
に
移
っ
て
、
一
エ

O

O
石
拝
領
の
家
老
職
と
な
り
、
奈
留
島
に
は
代
官
・
荒
木
氏
を
配
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
奈
留
鳥
の
石
高
は
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）

に
は
一
七
八
石
、
う
ち
一
五
回
石
は
蔵
入
地
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
す
で
に
近
世
の
初
期
、
本
島
は
奈
留
氏
の
支
配
を
離
れ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
ま
た
そ
れ
か
ら
一
五

O
年
を
経
た
文
化
三
年
（
一
八

O
六
）
の
新
地
改
め
で
は
、
約
四

O
石
の
増
石
が
記
録
さ
れ
、
こ
の

う
ち
本
稿
で
問
題
の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
シ
、
す
な
わ
ち
「
居
付
」
の
開
拓
分
が
一

O
石
ほ
ど
計
上
さ
れ
て
い
る
。

奈留島キリシタγの家族分封

と
こ
ろ
で
こ
の
居
付
に
つ
い
て
、
『
郷
土
奈
留
』
（
昭
和
四
八
年
改
訂
版
）
は
そ
の
来
島
の
由
来
と
し
て
二
つ
の
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。

ひ
と
つ
は
「
千
人
養
ひ
人
」
で
あ
っ
て
、
藩
政
の
末
期
・
参
勤
（
観
）
交
代
の
折
、
五
島
藩
と
平
戸
藩
と
の
あ
い
だ
に
、
千
人
の
入
植
者
受

す
〈
b

入
れ
が
協
定
さ
れ
た
。
本
島
に
つ
い
て
言
え
ば
、
現
在
、
宿
輪
部
落
に
住
み
、
宿
輪
姓
を
名
乗
る
人
た
ち
の
祖
先
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
定
説
化
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
、
五
島
藩
と
大
村
藩
と
で
い
わ
ゆ
る
「
人
送
り
」
の
議
が
結

そ

＠

ぎ

そ

と

め

ぼ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
は
じ
め
西
彼
杵
半
島
（
外
海
地
方
）
の
黒
崎
・
三
重
の
両
村
か
ら
一

O
八
人
が
来
島
し
、
以
後
、

回
を
重
ね
て
、
お
よ
そ
三
、

0
0
0人
の
人
た
ち
が
五
島
の
島
々
に
住
み
つ
い
た
。
本
島
に
関
し
て
言
え
ぽ
、
三
重
の
樫
山
か
ら
長
官
・
正

士
ロ
・
北
平
の
三
人
が
蔦
島
に
移
り
、
そ
の
の
ち
、
葛
島
か
ら
岩
造
が
赤
崎
に
移
り
住
ん
だ
。
ま
た
矢
上
に
は
、
は
じ
め
久
太
夫
が
三
人
の

子
ど
も
と
と
も
に
移
り
、
次
い
で
長
吉
・
紋
四
郎
の
二
人
が
来
島
し
た
。
さ
ら
に
永
這
・
椿
原
・
南
越
に
も
住
み
つ
い
て
、
荒
地
を
拓
い
た
。



四

ま
た
江
上
に
は
東
松
浦
・
西
彼
杵
の
四
戸
が
移
住
し
て
き
た
、
と
い
わ
れ
る
。
な
お
五
島
で
は
、
久
賀
島
を
口
火
と
し
て
、
明
治
の
初
年
、

潜
伏
キ
リ
シ
タ

γ
が
発
覚
し
た
。
以
来
、
全
域
に
わ
た
っ
て
迫
害
の
歴
史
を
綴
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
奈
留
島
の
関
係
で
は
、
葛
島
の

無
届
農
家
一
二
戸
が
代
官
所
に
呼
び
だ
さ
れ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
『
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
史
』
（
浦
川
和
三
郎
著
、
一
九
五
一
）
は
「
要
す
る
に

奈
留
島
及
び
そ
の
附
近
の
島
々
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
信
仰
を
公
表
す
る
の
が
お
そ
か
っ
た
か
、
或
は
代
官
な
り
元
住
民
な
り
が
、
比
較
的

温
厚
で
あ
っ
た
為
に
、
迫
害
ら
し
い
迫
害
を
見
ず
し
て
す
ん
だ
」
（
一
六
二
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
同
書
は
、
上
五
島
担
当
の
プ
レ
ー

ル
師
が
明
治
一
四
年
に
書
い
た
報
告
書
を
引
用
し
て
、
「
奈
留
島
は
五
島
の
中
央
に
位
し
、
旧
キ
リ
シ
タ
ン
の
子
孫
も
三
百
人
を
数
え
る
」

（
一
六
一
頁
）
と
し
て
い
る
。
な
お
『
五
島
編
年
史
』
（
中
島
功
著
、
昭
和
四
八
年
）
に
よ
る
と
、
明
治
初
年
の
戸
口
は
、
戸
数
四
六
三
、

人
口
二
二
一
二
八
、
戸
の
内
訳
は
士
族
三
、
卒
族
L

一
、
社
家
二
、
寺
僧
一
、
百
姓
三
四
三
、
職
人
二

O
、
田
舎
町
人
九
二
と
な
っ
て
い
る
。

田
舎
町
人
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
二
割
程
度
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
漁
家
は
ま
っ
た
く
現
わ
れ
な
い
。

2

島
の
産
業

き
て
藩
政
期
の
奈
留
は
、
奈
留
・
船
廻
・
大
串
・
夏
井
・
泊
の
五
郷
か
ら
成
っ
て
い
た
が
、
の
ち
夏
井
は
大
串
に
合
併
さ
れ
、
ま
た
奈

留
は
浦
と
改
め
て
、
浦
・
船
廻
・
大
串
・
泊
の
四
郷
と
な
っ
た
。
そ
し
て
明
治
二
二
年
、
四
郷
を
あ
わ
せ
て
奈
留
島
村
と
呼
び
、
昭
和
三

二
年
、
町
制
の
施
行
と
と
も
に
、
奈
留
町
と
改
め
た
。
町
撲
に
は
変
更
が
な
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
四
郷
が
二
四
の
部
落
に
分
か
れ
る
。
い

ま
昭
和
四
五
年
の
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
、
各
部
落
の
戸
口
を
み
石
と
、
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
う
ち
葛
島
部
落
は
、
過
疎
集

落
再
編
成
事
業
に
よ
っ
て
、
昭
和
田
八
年
、
樫
木
山
部
落
に
集
団
移
住
し
て
、
二

O
O年
に
わ
た
る
部
落
の
歴
史
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
奈
留
島
は
、
明
治
の
初
年
、
四
六
三
戸
を
教
え
た
。
し
た
が
っ
て
戸
数
は
、
こ
の
一

0
0年
聞
に
四
倍
近
く
ふ
え
た
こ
と

に
な
る
。
や
や
く
わ
し
く
み
る
と
、
大
正
元
年
に
は
七
三
四
戸
と
な
り
、
以
下
、
増
加
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
、
大
正
九
年
に
は
一
、

0
0
0

戸
の
大
台
に
達
し
た
。
昭
和
恐
慌
を
迎
え
て
、
八

O
O戸
台
に
落
込
む
け
れ
ど
も
、
昭
和
一

O
年
に
は
一
、

O
七
二
戸
に
回
復
、
昭
和
四



口

浦 。163 159 

滞 向 A 112 439 汐 池ム 225 

相 之 浦混 264 993 
船 廻 0 58 201 

浦 樫 木 山ム 93 344 船
岸ム 67 251 田

白 這ム 80 324 
矢 上ム 56 203 

外 西 海ム 39 128 
南 越ム 76 350 

内 西 海 A 43 149 廻
葛 島口 22 102 

泊 。121 359 
夏 井 O 107 431 

大 林 A 63 243 大
上口 28 109 江

前 島 A 37 151 
大 串 O 95 433 泊

奈 木ム 18 81 串
西 江 上口 21 84 

拍 O 43 171 東 風

計 6,569 椿 原 A 28 106 

数｜人落

郷および部落の構成

ロ｜郷｜ 部
表 1

数｜人

奈留島キリシタンの家族分封

｜戸落部郷

O
年
に
は
一
、
七
四
五
戸
と
な
っ
た
。

ま
た
人
口
は
、
昭
和
三
五
年
の

九
、
二
六
八
人
を
ピ
l
ク
に
、
以
下
、
減
少
す
る
。
そ
し
て
四
五
年
に

は
六
、
五
六
九
人
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
一

0
年
聞
に
二
、
七

O
O

人
を
減
じ
た
こ
と
に
な
る
。

五
年
以
降
の
減
少
は
、
高
度
成
長
経
済
の
し
わ
寄
せ
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
と
こ
ろ
で
以
上
の
よ
う
な
戸
口
俊
消
長
は
、
あ
る
程
度
、

こ
の
島
の
経
済
的
推
移
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
り
わ

け
漁
業
の
体
質
変
化
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
た
だ
そ
の
ま
え
に
本

ロカトリック

町
の
地
目
構
成
を
み
る
と
、
表
2
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
長
汀
曲

浦
と
い
う
景
観
と
は
趣
を
異
に
し
て
、
平
地
は
き
わ
め
て
と
ぼ
し
い
。

逆
に
山
林
・
原
野
が
実
に
八
七
%
を
占
め
る
。
耕
地
は
、

一
割
に
も
満

た
な
い
。
さ
ら
に
耕
地
の
う
ち
、
回
は
一
割
に
と
ど
ま
り
、
畑
地
は
段

ム隠れキロシタン

々
畑
の
容
相
を
呈
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
田
が
二
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

畑
が
二

O
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
別
に
樹
園
地
五
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
数
え
る
。

農
家
二
戸
当
た
り
の
平
均
反
別
は
、

0
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
す
ぎ
ず
、

「
五
反
百
姓
」
の
名
に
も
あ
た
い
し
な
い
。
セ

γ
サ
ス
に
よ
る
農
家
は
、

0仏教

昭
和
三
五
年
に
は
一
、

O
O六
戸
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
四
五
年
に
は
七

四
二
戸
に
誠
少
す
る
。
し
か
も
専
業
農
家
は
、
六
%
（
四
五
戸
）

す

五



% 

田 0.20s o.s 

畑 2,572 9.9 

山 林 22,372 86.5 

原 野 0.239 0.9 

宅 地 o.346 1. 3 

その他 0.133 0.5 
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卸小売 13.6 

第 金融保険 0.2 

運輸通信 5.4 

一 電気ガス o.4 
35.1 

次
ザーピス 12. 3 

公 務 3.2 
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表 4

第1次

第2次

第3次

ぎ
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
地
目
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
耕
地
二
二
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
作
付
さ
れ
て
い
る
の
は
五
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
す
ぎ
な
い
。
裏
作
ど
こ
ろ
か
、
表
作
の
放
棄
で
あ
る
。
生
産
額
も
あ
わ
せ
て
、
一
、
四

O
O万
円
、
う
ち
目
．
ほ
し
い
の
は
、
そ

さ
い
類
の
八

O
O万
円
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
畜
産
も
ふ
る
わ
ず
、
い
ま
は
や
り
の
養
蚕
も
、
伸
び
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
表
3
は
、
昭
和
四
六
年
の
就
業
人
口
の
構
成
比
を
し
め
す
。
一
見
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
漁
業
人
口
が
半
分
に
近
い
四
四
%

E
u
 

aaz 
nv ，
 

a舎の＆

業

産

設

造

に
当
た
っ
て
い
る
。
農
業
人
口
は
、
五
%
に
す
ぎ
な
い
。
水
産
が
本
島
の
基
幹
産
業
で
あ
る
こ
と
は
、
明
瞭
で
あ
る
。
な
お
こ
の
点
は
、

計

表 3

表
4
の
町
民
の
所
得
構
成
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。
な
る
ほ
ど
昭
和
四
六
年
に
は
、
第
三
次
産
業
の
所
得
が
過
半
（
五
一
%
）
に
達
し
た
。

け
れ
ど
も
第
一
次
が
四
四
%
吃
占
め
て
い
る
。
金
額
に
し
て
三
億
五
千
万
円
未
満
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
う
ち
農
業
所
得
は
、
一
、
六
五

O

万
円
で
、
五
%
に
す
ぎ
な
い
。
と
い
っ
て
漁
業
は
、
こ
の
島
の
伝
統
的
な
産
業
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
明
治
の
初
年
に
は
、
専
業
漁
家
は

皆
無
で
あ
っ
た
が
、
た
だ
主
農
従
漁
と
い
っ
た
形
で
、
漁
が
農
の
影
に
隠
れ
て
い
た
事
態
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
「
田
舎
商
人
」
の
な
か

に
漁
家
の
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
離
島
と
い
う
立
地
条
件
か
ら
、
漁
業
と
無
関
係
と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り

え
な
い
。
そ
し
て
こ
う
し
た
状
態
が
、
少
な
く
と
も
大
正
の
は
じ
め
ま
で
持
ち
こ
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
表
5
の
よ
う
に
、
大
正
五
年



に
な
っ
て
も
、
漁
家
は
五
戸
に
す
ぎ
ず
、
農
家
が
七
二

O
戸
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
昭
和
二
五
年
に
な
る
と
、
人
口
こ

そ
農
家
が
二

O
O人
ほ
ど
リ
ー
ド
し
て
い
る
が
、
戸
数
で
は
農
家
三
四
四
に
対
し
て
漁
家
は
五
一

O
と
、
そ
の
地
位
が
ま
っ
た
く
逆
転
す

る
。
以
後
農
家
の
激
減
、
漁
家
の
増
加
が
続
い
て
、
昭
和
四
五
年
に
は
、
農
家
の
四
四
戸
に
対
し
て
、
漁
家
は
八
三
五
戸
と
ふ
く
れ
あ
が

っ
た
。
た
だ
三
五
年
｜
四
五
年
の
あ
い
だ
に
、
漁
家
人
口
の
三

O
O人
減
が
注
目
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

あ
ぐ
り

す
ぐ
あ
と
で
述
べ
る
よ
う
に
、
現
在
、
こ
の
島
の
漁
業
は
、
ま
き
網
（
揚
操
網
）
を
最
大
の
柱
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
漁
法
は
、
終

戦
ま
で
の
昭
和
の
前
期
、
共
同
化
と
り
わ
け
部
落
共
同
組
合
の
結
成
に
よ
っ
て
、
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
そ
れ
ま
で
の

奈
留
島
水
産
史
に
は
J

か
な
り
の
曲
節
が
認
め
ら
れ
る
。
だ
い
た
い
こ
の
島
の
近
海
に
は
、
六

O
｜
八

0
メ
ー
ト
ル
の
海
段
が
ひ
ろ
が
り
、

ま
た
海
底
火
山
そ
の
他
に
よ
っ
て
、
適
当
な
曽
根
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
沿
岸
漁
場
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
好
適
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
島
の
産
業
と
し
て
は
、
長
く
ム
ギ
と
イ
モ
を
中
心
と
し
た
畑
作
が
続
い
て
、
漁
業
は
自
家
用
の
副
業
ま
た
は
魚
肥
を
う
る
た
め
の
一

むf

奈留島キリシタンの家族分封

業

ロ

1,107 

1,366 

1,065 

人利
1
叫
叫
吋

漁業

数｜人

r 
農

本
づ
り
と
延
縄
、
そ
れ
に
採
藻
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
明
治
の
後
半
に
な
っ
て
、
こ
の
好
漁

場
が
島
外
人
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
、
こ
こ
に
個
人
企
業
の
イ
ワ
シ
縫
切
網
や
キ
ピ
ナ
地
曳

網
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
土
で
は
西
彼
杵
・
野
母
、
五
島
列
島
で
は
奈
良
尾
・
戸
岐
・

岩
瀬
浦
な
ど
の
業
者
で
あ
っ
て
、

か
れ
ら
は
こ
の
島
に
納
屋
を
つ
く
っ
て
、
操
業
を
開
始
し
た
。
漁

獲
物
は
お
も
に
イ
ワ
シ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
土
干
に
し
て
魚
肥
を
製
造
し
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、

目
刺
と
塩
造
加
工
と
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
動
き
に
刺
激
さ
れ
て
、
島
民
に
よ
る
八
反

網
（
ま
き
網
）
が
現
わ
れ
た
が
、
ま
も
な
く
廃
業
、
島
の
現
金
収
入
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
海
寵
・
て

ん
ぐ
さ
・
ふ
の
り
な
ど
の
採
取
を
主
と
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
イ
ワ
シ
の
利
用
法
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
魚
肥
・
目
刺
の
ほ
か
に
、
新
し
い
も
の
が
登
場
し
て
き
た
。

カ
ツ
オ
漁
に
必
要
な
、
生
餌
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
む
ろ
ん
島
に
カ
ツ
オ
漁
を
経
営
す
る
ほ
ど

七



八

の
資
本
が
あ
る
は
ず
が
な
い
。
宮
崎
・
鹿
児
島
・
長
崎
（
野
母
）
・
天
草
（
牛
深
）
な
ど
の
業
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
奈
留
島
は
、

そ
の
た
め
の
生
餌
の
供
給
地
に
と
ど
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
キ
ピ
ナ
の
漁
法
・
利
用
法
も
、
安
は
島
外
人
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
。
キ
ピ

ナ
は
こ
れ
ま
で
、
小
さ
な
掛
網
を
使
っ
て
、
自
家
用
と
し
て
獲
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
天
草
の
業
者
が
漁
業
権
を
借
り
て
、
地
曳
網
に
よ

る
漁
法
を
導
入
し
た
。
ま
た
肥
前
名
護
屋
の
業
者
は
、
こ
れ
を
肥
料
以
外
に
煮
干
・
素
干
に
す
る
こ
と
を
思
い
つ
い
た
。
さ
ら
に
大
正
か

ら
昭
和
の
は
じ
め
に
か
け
て
地
元
の
は
え
縄
に
代
わ
っ
て
、
山
口
（
室
積
）
・
大
分
（
姫
島
）
の
の
ベ
縄
や
一
本
づ
り
が
進
出
し
て
き
た
。

次
い
で
天
草
の
一
本
づ
り
が
入
り
さ
ら
に
長
崎
本
土
・
有
川
（
上
五
島
）
の
船
が
、
大
島
・
湾
に
ひ
し
め
く
よ
う
に
な
っ
た
。
お
お
む
ね
タ

イ
漁
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
う
書
い
て
く
る
と
、
奈
留
周
辺
の
漁
場
は
、
島
外
人
・
島
外
資
本
の
い
わ
ば
「
草
刈
り
場
」
の
感
を
強
く
し
て
く
る
。
明

治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
は
、
こ
の
印
象
に
ほ
ぼ
間
違
い
が
な
い
。
し
か
し
そ
れ
以
降
は
、
自
主
的
な
動
き
が
大
き
く
展
開
し
て
く
る
。

さ
き
に
述
べ
た
共
同
化
が
そ
れ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
明
治
三
六
年
、
漁
業
法
の
施
行
に
と
も
な
っ
て
、
本
島
も
「
奈
留
島
漁
業
協
同
組
合
」

の
設
立
を
み
た
。
し
か
し
こ
れ
は
個
人
企
業
の
集
合
体
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
共
同
化
と
は
ほ
ど
遠
い
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
明
治

の
末
年
に
は
、
俗
称
ヘ
ン
ト
コ
網
と
い
わ
れ
る
船
曳
網
が
、
居
付
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
大
瀬
・
三
本
・
樫
木
山
に
一
統
、
古
巣
・
白
這

に
一
統
、
宿
輸
に
一
統
、
南
越
に
一
統
つ
く
ら
れ
た
。
部
落
共
同
組
織
の
走
り
と
み
て
よ
い
が
、
た
だ
こ
れ
ら
は
三
、
四
年
の
あ
い
だ
に

そ
の
姿
を
消
し
た
。

こ
う
し
て
大
正
の
末
年
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
不
況
と
倒
産
と
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
危
機
を
乗
り
こ
え
る
手
段
と

し
て
、
共
同
化
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
、
た
と
え
ば
泊
郷
の
漁
民
は
、
肥
前
名
護
屋
の
業
者
に
キ
ピ
ナ
の
漁
業
権
を
貸
与
し
て
き
た
が
、

昭
和
五
年
、
契
約
期
限
の
満
了
を
ま
っ
て
、
部
落
の
共
同
組
織
を
結
成
し
た
。
も
っ
と
も
共
同
化
の
先
駆
は
、
こ
れ
に
さ
き
だ
っ
内
西
海

の
共
栄
社
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
正
一
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
内
西
海
部
落
は
、
戸
数
回
O
一
戸
ほ
ど
の
半
農
半
漁
の
貧
村

で
、
住
民
の
多
く
は
他
の
イ
ワ
シ
網
に
雇
わ
れ
る
か
た
わ
ら
、
イ
ワ
シ
加
工
に
従
事
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
た
ま
た
ま
西
彼
杵
郡
高
浜
の



業
者
が
イ
ワ
シ
網
を
率
い
て
、
こ
の
島
に
進
出
す
る
計
画
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
部
落
の
有
志
が
こ
れ
と
協
定
し
た
。
具
体

的
に
は
権
利
の
半
分
を
買
っ
て
、
そ
の
経
営
を
部
落
全
体
の
も
の
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
成
功
し
て
、
村
は
大
き
く
潤
っ
た
。
そ
こ

で
共
栄
社
に
な
ら
っ
て
、
昭
和
四
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
、
一
七
の
部
落
共
同
組
合
の
誕
生
を
み
る
に
至
っ
た
。
漁
協
の
融
資
も
、
個

人
向
け
を
停
止
し
て
、
共
同
経
営
だ
け
に
こ
れ
を
限
っ
た
。
キ
ピ
ナ
の
地
曳
網
も
、
共
同
経
営
に
転
身
し
た
。
さ
ら
に
古
く
か
ら
複
雑
多

岐
を
き
わ
め
た
漁
業
権
が
、
整
理
統
合
さ
れ
て
、
す
べ
て
が
漁
協
の
所
有
と
な
り
、
部
落
共
同
で
利
用
す
る
と
い
う
形
に
な
っ
た
。
む
ろ

ん
部
落
共
同
と
い
っ
て
も
、
出
資
額
に
高
低
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
村
網
の
よ
う
に
平
等
性
に
立
つ
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
他

か
ら
の
雇
用
労
働
力
を
否
定
す
る
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
経
営
の
主
体
が
部
落
共
同
体
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
ど
れ
も
変
わ
り
が
な
い
。

た
だ
そ
れ
が
高
度
成
長
経
済
を
迎
え
て
、
変
質
を
や
む
な
く
し
て
き
た
。
漁
船
の
大
型
化
、
漁
具
の
開
発
・
改
良
は
、
漁
場
の
範
囲
を

計

ま き 網 19 2 21 

刺 網 11 11 

延縄・一本づり 203 203 

定 置 網 1 1 1 3 

地 曳 網 4 一 4 

船 曳 網 1 一 1 

そ の 他 25 25 
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定 置 網 35 20,825 

地 曳 網 70 3,849 

延縄・一本づり 235 75,648 

雑 漁 網 217 89,180 

採 介 務 17 697 

そ の 他 14 10,752 
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。

払
大
し
て
、
ま
た
漁
獲
高
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
。
が
、
反
面
、
地
場
資
本
や
系
統
資
金
で
は
賄
う
こ
と
の
で
き
な
い
事
態
を
生
む
こ
と

に
な
っ
た
。
事
実
、
こ
の
と
こ
ろ
一
統
の
一
カ
月
の
経
費
は
、
八
O
O
万
か
ら
一
、

0
0
0万
円
に
達
す
る
と
い
う
。

こ
う
し
て
現
在
の

ま
き
網
漁
業
は
、
共
同
経
営
の
名
を
と
ど
め
な
が
ら
も
、
そ
れ
は
部
落
を
単
位
と
し
た
共
同
経
営
で
は
な
い
。

一
部
漁
業
企
業
家
の
経
営

に
か
か
り
、
網
元
制
と
大
き
く
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

そ
こ
で
こ
の
島
の
漁
業
の
現
況
を
、
次
の
三
表
に
よ
っ
て
説
明
し
て
、
本
節
を
終
わ
る
こ
と
に
し
た
い
。

は
じ
め
に
漁
業
経
営
体
数

（表
6
）
で
あ
る
が
、
個
人
経
営
が
延
網
・
一
本
づ
り
（
二
O
一
ニ
体
）

に
、
共
同
経
営
が
ま
き
網
（
一
九
体
）
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
は
、

一
見
明
瞭
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
漁
獲
高
（
表
7
）
か
ら
す
れ
ば
、
数
量
・
金
額
と
も
、
ま
き
網
が
圧
倒
的
な
多
き
を
占
め
る
。
す
な
わ
ち

数
量
に
し
て
九
四
%
、
金
額
に
し
て
八
O
%
が
こ
の
漁
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
漁
獲
物
（
表
8
）
は
、
年
次
に
よ
る
豊
凶
は
あ
る
け
れ

ど’も、

い
わ
し
と
あ
じ
、
そ
れ
に
さ
ば
が
そ
の
柱
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

島
の
宗
教
と
対
象
地
点

地
域
の
概
況
は
以
上
に
と
ど
め
て
、
本
題
に
入
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
そ
の
ま
え
に
対
象
地
点
の
特
異
性
に
つ
い
て
、

一
言
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
本
稿
が
五
島
列
島
の
キ
リ
ス
ト
教
系
家
族
の
分
封
を
問
題
と
し
て
い
る
点
は
、
こ
の
列
島
の

他
地
点
の
報
告
と
変
わ
り
が
な
い
。
ま
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
も
、
他
地
点
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
奈
留
島
に
あ
っ
て
は
、
キ

リ
ス
ト
教
系
家
族
の
占
め
る
比
重
が
日
他
と
大
き
く
ち
e
か
つ
て
く
る
。
と
く
に
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
、
こ
の
こ
と
が
言
え
る
。
だ

い
た
い
五
島
列
島
で
は
、
そ
の
五
分
の
一
が
キ
リ
ス
ト
教
系
住
民
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
系
の
う
ち
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
勢
力
が
強
い
。
解
教
令
以
後
、
か
つ
て
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
多
く
公
教
に
復
帰
し
た
か
ら
で
あ
る
。
教
会
も
現
在
、
四
八
の
多
き

を
数
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
次
第
に
指
導
者
を
欠
い
て
、
信
仰
組
織
も
弛
緩
し
て
き
た
。
な
に
よ
り
も
こ
こ
で



は
教
団
と
し
て
の
縦
の
統
合
も
横
の
結
び
つ
き
も
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
こ
う
し
お
キ
リ
ス
ト
教
系
の
勢
力
分
布
の
な
か
で
、
奈
留
島
は
例

外
的
な
地
域
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
表
ー
に
も
し
め
し
て
お
い
た
が
、
こ
こ
で
は
二
四
部
落
の
う
ち
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ

巴

げ

ン
の
部
落
が
一
固
に
達
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
仏
教
徒
つ
ま
り
地
下
の
部
落
が
六
、
ヵ
ト
リ
V

グ
部
落
が
三
、
仏
教
徒
・

一
と
い
う
わ
け
で
、
五
島
列
島
全
体
の
形
勢
か
ら
す
る
と
、
ま
っ
た
く
逆
の
姿
を
呈
し
て
い
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
の
混
成
部
落
（
相
之
浦
）

戸
数
に
し
て
も
、
キ
リ
シ
タ
ン
八

O
O、
仏
教
徒
六

O
O
（
相
之
浦
を
除
く
）
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
家
族
は
、
こ
の
島

の
最
大
勢
力
と
み
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。
な
る
ほ
ど
仏
教
徒
の
部
落
は
、
概
し
て
好
条
件
の
場
所
に
立
地
し
て
い
る
。
い
や
地
下
の
人
た

い
つ
量

ち
が
相
手
に
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
居
付
（
キ
リ
ス
ト
教
系
）
の
人
た
ち
が
移
住
し
て
き
た
。
ま
た
か
つ
て
は
、
双
方
の
あ
い
だ
に
経

済
的
な
格
差
も
大
き
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
ま
き
網
の
好
況
に
支
え
ら
れ
て
、
こ
れ
も
平
準
化
の
方
向
に
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
奈
留
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
他
の
島
々
の
そ
れ
と
ち
が
っ
て
、
け
っ
し
て
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
で
は
な
い
。
町
会
議

員
（
定
員
一
八
名
）
の
勢
力
分
布
は
、
仏
教
徒
と
キ
リ
シ
タ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
八
名
、

カ
ト
リ
ッ
ク
二
名
と
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
、

お
も
に
カ
ト
リ
ッ
ク
・
家
族
を
そ
の
対
象
と
し
て
き
た
。
し
か
し
今
回
、

キ

キ
リ
ス
ト
教
系
家
族
と
い
っ
て
も
、

~·ff｛／島キリシタンの家族分封

リ
シ
タ
ン
家
族
に
焦
点
を
絞
る
こ
と
に
し
た
の
も
、
こ
の
島
の
特
異
性
に
注
目
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
と
い
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
調
査
で
は
、

か
し
の
き
や
ま

計
数
措
置
を
と
も
な
う
の
で
、
こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
家
族
の
全
体
に
及
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
樫
木
山
部
落
だ
け
を
対
象
と
す
る
こ

と
に
し
た
。
選
定
の
理
山
は
、
も
っ
ぱ
ら
調
査
上
の
便
宜
に
よ
っ
て
い
る
。
他
部
落
の
資
料
も
と
，
ほ
し
い
の
で
、
確
言
は
控
え
る
け
れ
ど

も
、
お
そ
ら
く
平
準
的
な
キ
リ
シ
タ
ン
部
落
の
ひ
と
つ
と
推
定
さ
れ
る
。
地
図
に
み
る
よ
う
に
、
樫
木
山
は
相
之
浦
湾
に
面
し
て
、
樫
木

山
・
三
本
松
・
大
瀬
の
三
字
か
ら
成
っ
て
い
る
。
郷
と
し
て
は
、
浦
郷
に
属
す
る
。
役
場
や
漁
協
の
あ
る
浦
〔
港
〕
か
ら
相
之
浦
ま
で
が
、

こ
の
島
の
中
心
地
で
あ
っ
て
、
町
並
が
続
い
て
い
る
。
樫
木
山
部
落
は
、
調
査
当
時
（
昭
和
四
八
年
秋
）
、

れ
は
前
述
の
よ
う
に
、
小
字
・
樫
木
山
に
蔦
島
の
カ
ト
リ
ッ
ク
家
族
二
四
戸
が
集
団
移
住
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
の
増
戸
で
あ
っ
て
、
在

二
二
戸
を
数
え
た
が
、
こ

米
戸
は
九
七
戸
で
あ
る
。
背
後
に
山
が
迫
っ
て
い
る
の
で
、
民
・
家
は
相
之
浦
湾
に
沿
う
道
路
の
両
側
に
並
ん
で
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
ま
き



網
の
漁
夫
で
あ
る
。

旧
慣
の
検
出

そ
こ
で
当
地
の
家
族
分
封
の
実
態
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
文
献
を
徴
し
て
も
、
ま
た
古
老
の
言
に
よ
っ
て
も
、
実
は
帰

一
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
た
と
え
ば
古
野
清
人
氏
は
矢
神
（
矢
上
）
部
落
の
慣
行
と
し
て
、
「
家
の
相
続
は
大
部
分
が
長
男
で
、
次
男
以

か

っ

け

｛

4｝

下
は
分
家
す
な
わ
ち
割
家
す
る
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
れ
は
あ
き
ら
か
に
長
子
相
続
の
形
で
あ
る
。
ま
た
戸
籍
法
施
行
後
の
戸
籍
簿
を
点

検
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
「
長
子
家
督
」
の
線
で
貫
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
さ
き
に
引
用
し
た
『
郷
土
奈
留
』
は
、
こ
う
記
し
て
い
る
。

「
入
植
者
は
自
己
の
勢
力
を
拡
張
す
る
た
め
に
、
そ
の
子
弟
が
長
ず
る
と
、
一
長
子
よ
り
順
次
に
分
家
独
立
さ
せ
て
、
同
族
の
勢
力
拡
張
に

努
め
た
。
従
っ
て
親
は
末
子
に
家
を
譲
り
、
末
子
が
相
続
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
（
同
書
、

一
O
六
頁
）
。
そ
し
て
同
書
は
、

こ
の
文
章
の

見
出
を
「
末
子
相
続
」
と
し
て
い
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
分
封
過
程
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
学
術
用
語
の
末
子
相
続
に
も
符
合
し
て
く
る
。

と
と
も
に
古
野
氏
の
矢
神
部
落
に
つ
い
て
の
報
告
や
戸
籍
簿
の
記
載
と
は
、
ま
っ
た
く
あ
い
反
し
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
古
老

か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
古
野
氏
の
報
告
、
戸
籍
簿
の
記
載
の
双
方
が
否
定
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
い
。
『
郷
土
奈
留
』
の
文
章
も
、

か
な
ら
ず
し
も
裏
づ
け
ら
れ
な
い
。
と
い
っ
て
古
老
た
ち
の
意
見
が
、
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
大
き
く

分
(1) け
る
と

次
の

ザつ

と
な
ザコ

て
く
る

末
子
相
続
と
隠
居
分
家
と
が
並
び
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
臆
居
分
家
が
先
行
形
態
で
あ
る
。

つ
ま
り
隠
居
分
家
型
の
参
加
で
あ
る
。
た
だ
凶
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
の
醸
居
分
家
型
が
後
退
し
て
、
末
子
相
続
型
が
前
面
に
押
し
だ
さ

れ
た
か
、
あ
る
い
は
臆
居
分
家
型
が
末
子
相
続
型
に
転
化
し
た
か
、
そ
う
し
た
事
態
が
推
測
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

(2) 



た
だ
こ
う
し
た
前
後
関
係
を
考
え
る
と
な
る
と
、
か
つ
て
の
実
態
を
し
め
す
、
な
ん
ら
か
の
資
料
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
昭
和
四
一
年
、
た
ま
た
ま
こ
の
島
を
訪
れ
る
機
会
を
も
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
さ
い
、
明
治
初
年
の
戸
籍
（
明
治
七
甲
成
年
十
二
月
改

長
崎
県
管
轄
第
廿
八
大
区
戸
籍
之
四
肥
前
国
松
浦
郡
七
之
小
区
奈
留
島
村
）
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
を
通
覧
す

る
と
、
絶
対
数
で
は
長
男
の
相
続
件
数
が
き
わ
め
て
多
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
か
ら
の
逸
脱
を
推
測
さ
せ
る
よ
う
な
事
例
も
か
な
り

検
出
さ
れ
る
。
い
ま
そ
の
幾
っ
か
を
挙
げ
て
み
た
い
。

は
じ
め
に
長
男
の
出
養
子
で
あ
る
。

船
廻
部
落
の
藤
原
彦
太
（
文
政
二
年
生
）
の
長
男
与
士
口
（
安
政
三
年
生
）
は
、
藤
原
精
土
口
の
養
子
に
出
た
。
ま
た
藤
原
正
士
同
の
長
男
房

士
ロ
（
安
政
三
年
生
）
の
条
に
は
、
「
夏
井
村
七
百
六
拾
五
番
伊
藤
紋
之
悉
養
子
ニ
送
籍
」
と
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
二
一
番
屋
敷
の
江
口
辰

次
郎
は
、
兵
士
口
を
養
子
に
む
か
え
た
が
、
こ
の
兵
吉
の
条
に
は
、
「
年
月
日
不
詳
、
納
富
弥
二
兵
衛
長
男
入
籍
ス

年
月
日
不
詳
相
続
ス
」

と
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
実
家
の
納
宮
家
が
廃
絶
に
で
も
な
っ
た
な
ら
ば
、

は
な
し
は
別
で
あ
る
。
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
実
家
の
ほ
う

を
繰
っ
て
み
る
と
、
二
九
番
戸
「
前
戸
主
納
富
弥
二
兵
衛
三
男
納
富
又
吉

年
月
日
不
詳
相
続
ス
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
養
子
に
出
た

奈留島キリシタンの家族分封

長
男
の
兵
士
ロ
は
文
化
二
二
年
の
生
ま
れ
、
本
家
を
継
い
だ
三
男
の
又
士
ロ
は
文
政
一
二
年
の
出
生
で
あ
る
。
だ
か
ら
納
富
家
は
、

下
の
弟
に
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
次
は
長
男
の
出
養
子
で
は
な
い
が
、
こ
の
長
男
が
分
家
し
た
。
そ
れ
で
親
は
次
男
に
か
か
る
こ
と
に

一
三
も
年

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
北
川
吉
松
は
、
末
吉
の
長
男
で
あ
る
が
、
「
年
月
日
不
詳
分
家
」
し
た
。
そ
し
て
次
男
の
増
吉
が
明
治
二
七
年
に
相

続
す
る
。
吉
松
は
嘉
永
三
年
、
増
吉
は
同
五
年
の
生
ま
れ
な
の
で
、
二
歳
し
か
聞
い
て
い
な
い
。
な
お
増
吉
は
、
明
治
＝
二
年
に
死
亡

（
四
六
歳
）
し
て
、
こ
こ
で
戸
籍
が
改
ま
る
わ
け
で
あ
る
が
、
除
籍
簿
の
ほ
う
に
は
、
母
と
四
男
鹿
太
郎
（
万
延
六
年
生
）
の
名
が
み
え

る。
次
は
、
長
男
を
廃
し
て
、
末
子
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
た
例
で
あ
る
。
田
岸
部
落
の
三
宅
姓
は
、
兄
の
良
蔵
家
と
弟
の
勇
蔵
家
の
二
戸

を
数
え
る
。
た
だ
両
者
の
続
柄
は
、
不
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
母
は
、
弟
の
勇
蔵
家
の
ほ
う
に
住
ん
で
い
る
。
こ
れ
も
問
題
で
あ
ろ
う
が
、



三宅家（回岸）例 1「F良蔵一｜一一一悶男（朱書E化4生） ｜ （嘉永3生）

ト－2男・清蔵
｜ （安政3生）

I '-4男都
（文久1生）

一一弟・勇蔵
（文化10生）

〔母同居〕

分家

朱書は「長男」

四

兄
良
蔵
の
あ
と
が
さ
ら
に
問
題
で
あ
る
。
良
蔵
は
男
三
人
、
女
二
人
の
五
子
を
儲
け
た
。
こ
の
う

ち
次
男
の
清
蔵
は
の
ち
に
分
家
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
四
男
（
末
子
）
福
平
の
条
に
は
、
朱
書
で

「
兄
喜
蔵
病
身
ノ
タ
メ
願
出

明
治
十
年
十
一
月
二
十
一
日
聞
置
」
と
あ
っ
て
、
福
平
の
続
柄
を

（他に2女子）

「
長
男
」
に
改
め
て
い
る
。
ま
た
当
時
、
長
男
の
喜
蔵
に
は
一
子
（
長
男
）
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

続
柄
を
コ
ニ
男
」
に
訂
正
し
て
い
る
。
喜
蔵
が
本
当
．
に
病
身
だ
っ
た
か
ど
う
か
。
こ
れ
は
確
か
め
－

る
す
べ
も
な
い
が
、
こ
こ
で
は
ど
う
や
ら
末
子
相
続
が
実
現
し
た
ら
し
い
。
明
治
一

O
年
当
時
、

喜
蔵
は
二
七
歳
、
福
平
は
一
六
歳
で
、
福
平
は
ま
だ
結
婚
し
て
い
な
い
。
な
お
次
男
・
清
蔵
の
分

家
は
、
明
治
一

O
年
以
後
の
と
と
で
あ
る
。
察
す
る
に
当
時
は
、
徴
兵
令
に
対
す
る
脱
法
行
為
と

し
て
「
兵
隊
養
子
」
そ
の
他
が
取
沙
汰
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
便
乗
し
て
の
朱
書
、
と
い
う
嫌
疑

が
濃
厚
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ま
た
見
方
を
変
え
れ
ば
、
当
時
は
徴
兵
令
を
起
点
と
し
て
、
長
子
家

督
へ
の
行
政
指
導
が
五
島
の
島
々
ま
で
診
透
し
て
い
た
。
そ
こ
で
末
子
を
跡
と
り
に
す
え
る
に
は
、

長
男
を
廃
嫡
す
る
以
外
に
方
法
が
な
い
。
こ
う
し
て
長
男
を
「
病
身
」
に
仕
立
て
て
、
四
男
を

「
長
男
」
に
書
き
替
え
た
。
さ
ら
に
の
ち
の
ち
の
た
め
、
長
男
に
コ
ニ
男
」
の
続
柄
を
与
え
た
。
こ

う
し
た
勘
ぐ
り
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

次
は
、
問
題
の
隠
居
分
家
が
推
測
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
。
明
治
七
年
当
時
、
窄
中
家
は
点
線
で

囲
ん
だ
両
家
に
分
か
れ
て
い
る
。
長
男
の
三
蔵
家
は
、
夫
婦
と
子
ど
も
四
人
の
核
家
族
を
な
し
て
い
る
が
、
次
男
の
根
茂
蔵
家
は
、
母
、
根

茂
蔵
の
弟
（
久
七
）
と
妹
三
人
の
六
人
家
族
で
あ
る
。
父
は
す
で
に
亡
く
、
根
茂
蔵
も
当
時
は
独
身
で
あ
る
。
な
お
そ
の
後
の
朱
書
に
よ

る
と
、
の
ち
に
根
茂
蔵
は
結
婚
、
明
治
一
一
年
に
は
一
子
を
儲
け
、
妹
二
人
は
出
嫁
し
て
い
る
。
本
戸
籍
で
は
本
分
家
の
別
が
明
記
さ
れ

て
い
な
い
の
で
、
分
封
形
態
が
末
子
相
続
式
か
隠
居
分
家
式
か
は
、
実
は
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
長
男
家
が
六
八
四
番
、
次



男
家
が
六
四
五
番
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
隠
居
分
家
の
気
配
が
な
い
で
も
な
い
。
そ
れ
で
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
親
は
長
男
の

三
蔵
・
夫
婦
を
本
家
に
残
し
て
、
未
婚
の
子
女
を
連
れ
て
、
別
家
を
構
え
た
。
当
時
、
父
が
在
世
中
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
戸
籍
面
で
は
あ
き

ら
か
で
な
い
。
し
か
し
未
婚
だ
っ
た
次
男
も
、
そ
の
後
、
妻
を
迎
え
た
。
娘
二
人
も
出
嫁
し
た
。
と
な
る
と
母
は
、
末
子
の
久
七
と
末
娘

と
を
と
も
な
っ
て
、
も
う
一
度
、
隠
居
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
く
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
推
定
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
で
次

の
矢
口
家
も
、
同
じ
く
母
だ
け
が
残
っ
た
が
、
こ
れ
は
末
子
の
と
こ
ろ
に
同
居
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
当
家
は
、
五
人
の
男
子
を
持
っ
た
。

母
は
文
化
八
年
の
生
ま
れ
な
の
で
、
長
男
の
助
市
を
生
ん
だ
の
は
、
ニ

O
歳
の
と
き
で
あ
お
。
そ
し
て
末
子
の
勇
作
は
、
三
三
歳
の
と
き

に
生
み
お
え
た
。
五
人
の
う
ち
、
四
男
の
倉
蔵
は
矢
口
助
八
家
の
養
子
に
出
て
い
る
。
そ
れ
で
分
封
の
形
式
・
順
序
は
不
明
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
明
治
七
年
当
時
、
長
男
家
は
夫
婦
と
五
子
、
次
男
家
は
夫
婦
と
二
子
、
三
男
家
は
夫
婦
だ
け
、
倉
蔵
家
は
夫
婦
と
一
子
、
五
男
家

奈留島キリシタンの家族分封
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直吉（亡）一一ト助 市 596番屋敷
II I 
しま ｜（天保 2一）

（文化8一）

＼」勇 作 590番屋敷

（天保 14一）

藤 蔵 1一豊吉 682番屋敷

（文政 3ー）一一｜ （天保 13ー）
｜｜！  

と よ一三蔵

（文政 9ー） ！ （弘化 1ー）

680番屋敷 」又 吉

（のち又吉と同居） （嘉永 3ー）

683番屋敷

681番屋敷

｜一良 吉 589番屋敷

（天保 5ー）

一国 吉 588番屋敷

（天保 7ー）

lー倉 蔵 592番屋敷

（天保 11ー） （養出）

矢口家

岩本家

例 2

例 3

例 4

五



黒田家

仁平（亡）一一I一松 蔵

とIIょ 、 ｜ （天保←）
（文化 10-)-,....... ,,1一粂 吉 593番屋敷

｜ （天保 14ー）

」好蔵

（弘化 3ー）

594番屋敷

593番屋敷

例 5

一六

は
夫
婦
と
二
子
、
そ
れ
に
母
親
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
母
親
は
六
三
歳
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
以
上
は
、
親
と
い
っ
て
も
母
親
だ
け
が
残
っ
た
例
で
あ
る
。
し
か
し
次
の
岩
本
家
で
は
、

三
人
の
子
ど
も
を
分
封
さ
せ
た
あ
と
、
両
親
と
も
末
子
に
か
か
っ
た
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

分
封
の
時
期
・
形
式
は
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
当
家
は
長
男
豊
士
口
、
次
男
三
蔵
、
三
男
又
吉
の
三
家

を
分
出
し
、
親
は
独
立
の
世
帯
を
張
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
明
治
七
年
当
時
、
長
男
家
は
夫
婦
と
三

子
、
次
男
家
は
夫
婦
と
二
子
、
三
男
家
は
夫
婦
だ
け
の
世
帯
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
父
藤
蔵
と
妻
と
よ
の

世
帯
に
は
、
朱
書
で
「
六
百
八
拾
一
番
岩
本
又
吉
田
一
同
居
ニ
付
、
送
籍
」
と
記
さ
れ
る
。
朱
書
な
の
で
、

明
治
七
年
か
ら
一
五
、
六
年
の
あ
い
だ
に
、
こ
の
送
籍
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
父
の
藤
蔵
は

文
政
三
年
の
生
ま
れ
な
の
で
、
世
帯
を
合
わ
せ
た
当
時
、
ま
だ
六
O
歳
に
は
な
っ
て
い
な
い
、
と
み
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
以
上
の
諸
例
か
ら
す
る
と
、
か
か
り
子
は
ど
う
や
ら
末
子
の
印
象
が
強
い
。
け

れ
ど
も
そ
う
と
は
か
ぎ
ら
な
い
ら
し
い
。
次
の
黒
田
家
は
、
松
蔵
・
粂
吉
・
好
蔵
の
三
家
に
分
か
れ
た
。
し
か
し
母
と
兄
弟
の
妹
と
は
、

仲
兄
の
粂
吉
の
と
こ
ろ
に
身
を
寄
せ
て
い
る
。
弟
の
好
蔵
が
ま
だ
独
身
な
ら
ば
、
さ
ら
に
母
の
移
動
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
す
で

に
妻
帯
し
て
、

一
女
を
生
ん
で
い
る
。

四

分
封
型
の
分
類

こ
う
し
た
わ
け
で
、
諸
氏
の
説
は
も
ち
ろ
ん
、
明
治
初
年
の
戸
籍
に
照
ら
し
て
も
、
分
封
型
に
つ
い
て
は
実
は
帰
一
す
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
む
し
ろ
多
彩
で
あ
る
。
で
は
い
ま
に
残
る
慣
行
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
以
下
、
わ
れ
わ
れ
の
分
析
と
な
っ
て
く
る
。
前

述
の
よ
う
に
対
象
部
落
は
、
集
団
移
住
の
カ
ト
リ
？
ク
家
族
を
除
い
て
、
九
七
戸
を
数
え
た
。
そ
の
姓
氏
別
は
、
表
9
の
と
お
り
で
あ



一
戸
だ
け
と
い
う
の
が
三
二
姓
に
及
ん
で
い
る
。
反
対
に
一
O
戸
以
上
と
い
う
の
は
、
岩
村

（
二
一
二
戸
）
、
松
本
（
一
四
戸
）
、
橋
口
（
一
O
戸
）
の
三
姓
に
す
ぎ
な
川
町
姓
は
た
だ
ち
に
親
族
関
係
や
出
身
地
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い

る
。
す
な
わ
ち
四
二
姓
の
多
き
に
達
し
、

が
、
か
な
り
の
複
雑
さ
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
し
か
も
以
上
の
う
ち
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
他
か
ら
の
流
入
戸
す
な

わ
ち
非
本
籍
戸
が
含
ま
れ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
わ
れ
わ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
九
七
戸
が
す
べ
て
面
接
の
対
象
と
な

る
の
で
は
な
い
。
世
帯
主
が
ひ
と
り
子
と
養
子
の
場
合
、
そ
れ
に
非
本
籍
戸
は
、
ま
ず
対
象
か
ら
除
か
れ
る
。
ま
た
世
帯
主
が
親
子
関
係

一
セ
ッ
ト
と
し
て
こ
れ
が
整
理
さ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
セ
ッ
ト
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
表
示
す
る
と
、
表

－
兄
弟
関
係
に
あ
る
戸
は
、

日
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
三
四
セ
ッ
ト
に
整
理
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
こ
の
う
ち
一
一
一
セ
ッ
ト
は
、
調
査
不
能
に
終
わ
っ
た
。
そ

れ
で
以
下
の
分
析
で
は
、
残
り
の
三
一
セ
ッ
ト
が
資
料
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

｛

6）
 

そ
こ
で
と
れ
ま
た
従
来
の
手
法
で
あ
る
け
れ
ど
も
叫
表
ロ
の
類
型
化
に
し
た
が
っ
て
、
分
封
型
を
分
類
す
る
と
、
表
日
の
よ
う
に
な
る
。

な
お
未
完
と
い
う
の
は
、
調
査
時
点
に
お
い
て
、
末
子
ま
で
の
分
封
が
完
了
し
て
い
な
い
セ
ッ
ト
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
本
表
に
よ
る

と
、
ま
ず
全
事
例
で
は
、
長
子
相
続
型
が
一
六
%
、
こ
れ
に
対
し
て
末
子
相
続
型
と
混
合
型
D
（
隠
居
分
家
型
の
変
形
）
と
が
そ
れ
ぞ
れ

奈留島キリシタンの家族分封
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四
一
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続
型
の
変
形
）
と
は
ま
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非本籍戸

く
現
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な
い
。
ま
た
完
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崎
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を
と
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と
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表 9

戸

し
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混
合
型
D
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表 11

落

夏 井 63 145 162 307 

大 串 64 155 142 297 

西 海 35 85 78 163 

浦 42 110 1侃 216 

泊 53 124 122 246 

大 林 22 54 48 102 

泊 19 41 40 81 

機 原 12 42 33 75 

永 栄（這） 11 26 24 50 

汐 地 32 56 74 130 

矢 神 36 100 93 193 

船 廻 26 65 67 132 

国 岸 35 112 97 209 

南 越 19 57 53 110 

樫 木 山 40 102 105 207 

女｜計
明治初年奈留島戸口

｜戸数｜ 男 ｜ 部

509而ふIι24412,51 計

相
分
相

内
｜
「

旧居）

新居）

o.混合型（長男
E.混合型（長男

他のF.そ

八

5(20. 0) 

11（“. 0) 
9(36. 0) 

一貫型

分封の類型化

型

型

型

続

家

統

表 13 分封量分類

｜金事例｜うち未完｜完結例

長子相続型 I.5(1s.1)I ー｜

末子相続型 I13(41. 9)1 2(33. 3)1 

混合型DI 13(41. 9)1 4(66.の｜

｜則叫めIs<10川｜ぉ（1叫 0)計

表 12

A.長子

B.隠居

c.末子

け
れ
ど
も
、
大
勢
に
は
影
響
が
な
い
。
そ
こ
で
次
の
諸
点
が
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
当
地
で
は
、
通
日
本
的
な
長
子
相
続
は
む
し

ろ
例
外
を
為
し
て
い
る
。
せ
い
ぜ
い
二
割
程
度
の
発
現
率
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
長
子
相
続
型
以
外
を
非
長
子
相
続
型
と
し
て
一
括

す
る
な
ら
ば
、
奈
留
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
家
族
は
、
非
長
子
相
続
型
の
分
封
を
支
配
的
な
パ
タ
ー
ン
と
し
て
い
る
。

そ
う
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
古
野
氏
が
矢
神
部
落
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
長
子
相
続
は
、
樫
木
山
部
落
に
は
当
て

は
ま
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
少
数
事
例
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
戸
籍
簿
の
「
長
子
家
督
」
も
、
い
わ
ゆ
る
不
実
記
載
を
多
く
含
ん
で

い
る
。
事
実
、
わ
れ
わ
れ
の
セ

v
ト
に
あ
っ
て
も
、
旧
民
法
時
代
の
一
円
籍
面
は
、
み
な
「
長
子
家
督
」
で
あ
る
。
第
二
は
、
純
粋
の
隠
居

分
家
型
を
ま
っ
た
く
欠
い
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
隠
居
分
家
型
は
、
そ
の
全
数
が
こ
の
型
の
変
形
で
あ
る
混
合
型
D
と
し
て
分
類

も
と
い
え

さ
れ
る
。
つ
ま
り
長
男
の
分
封
に
さ
い
し
て
は
こ
れ
に
本
家
を
与
え
る
と
い
う
措
置
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し
次
男
以
下
に
は
、
こ
の
措
置



に
変
更
の
あ
っ
た
事
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
参
考
と
し
て
、
表
M
で
は
、
先
年
わ
れ
わ
れ
が
分
析
し
た
上
五
島
（
南
松
浦
郡
新
魚
目
町
上
小

串
・
上
立
串
部
落
）
と
の
対
照
を
し
め
し
て
お
い
（
幻
。
な
お
新
魚
目
町
の
キ
リ
シ
タ
ン
部
落
は
、
対
象
の
二
部
落
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
キ

リ
シ
タ
ン
混
成
の
大
瀬
良
部
落
だ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
上
五
島
の
二
部
落
で
は
、
純
粋
の
隠
居
分
家
型
（
二
九
%
）
に
対
し
て
、

一
貫
性
を
も
っ
た
隠
居
分
家
型
か
、

混
合
型
D
（
六
%
）
の
発
現
率
が
き
わ
め
て
低
い
。
そ
こ
で
こ
の
対
照
か
ら
す
る
と
、
奈
留
の
場
合
、

な
ん
ら
か
の
事
情
で
D
型
に
変
わ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
の
ち
に
果
た
す
こ
と
に
し
た

感
を
免
れ
な
い
。

ぃ
。
と
こ
ろ
が
隠
居
分
家
型
の
場
合
と
は
逆
に
、
末
子
相
続
型
で
は
、
そ
の
変
形
で
あ
る
E
型
が
一
例
も
現
わ
れ
な
い
。
こ
れ
も
奇
異
の

で
は
こ
う
し
た
分
封
型
は
、
家
系
と
し
て
一
貫
性
を
も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
家
風
化
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ

島

長子相続 11(35, 5) 5(16, 1) 

隠居分家 9(29, 0) 

末子相続 8(25, 8) 13(41, 9) 

混合型 D 2 (6, 4) 13(41, 9) 

混合型 E 1 (3, 3) 

留

奈留島キリシタンの家族分封

照一対一色同一ーーー

綿
一
島

．
一
五

島一

3

E
一上

a
－－ 
咽

A

－

表
一

奈

31(100, 0) 31(100, 0) 計

ろ
が
そ
う
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
分
封
の
仕
方
は
、
単
位
家
族
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
よ
る
、
と

い
う
印
象
が
強
い
。
一
例
だ
け
を
挙
げ
て
み
た
い
。

Y
家
系
が
そ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
先
々
代

は
、
養
子
で
あ
っ
た
が
、
五
男
、
四
女
を
も
う
け
た
。
こ
の
う
ち
長
男
と
長
女
と
は
、
結
婚
ま
え

に
死
亡
し
た
。
ま
た
こ
の
祖
父
も
、
次
男
（
実
質
長
男
）
の
結
婚
前
に
他
界
す
る
。
こ
う
し
て
次

男
は
親
代
わ
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
か
れ
が
結
婚
す
る
と
間
も
な
く
、
母
親
は
他
の
子
女
を

連
れ
て
、
別
の
家
に
移
っ
た
。
そ
し
て
三
男
・
四
男
は
、
結
婚
と
と
も
に
分
家
し
て
、
最
後
は
母

親
と
五
男
（
末
子
）
だ
け
が
こ
の
家
に
残
っ
た
。
す
な
わ
ち
末
子
が
か
か
り
子
と
な
っ
た
。
な
お

母
親
は
、
こ
の
家
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
混
合
型
D
の
分
封
で
あ
る
。

こ
う
し
て
先
代
は
、
四
つ
の
単
位
家
族
に
分
か
れ
る
。
こ
の
う
ち
三
男
家
は
転
出
の
た
め
、
資

料
を
欠
い
て
く
る
が
、
父
家
を
継
承
し
た
次
男
家
は
、
父
の
代
と
同
じ
く
混
合
型
D
と
な
る
。
し

か
し
四
男
家
・
五
男
家
で
は
末
子
相
続
型
の
分
封
が
と
ら
れ
た
。
ま
ず
次
男
家
は
、
四
男
、
三
女

九



例 6 y 

先々代 先代

祖 父（養子）一一目一長 女 死

（文久 1一大 3) I （明20一大 3)
II 

の
訪
日

母
臨
…。＆・

祖
明
…

-2 女婚

（明22ー）

ト－3 女婚
（明25ー）

一長男 死

（明28一明43)

-2 男 継承

（明30ー）

-4 女婚

（明33ー）

,-3 男分家（略）

（明35一昭25)

ト－4 男 分家

（明38--ー）

:....1_5 男 分家
（明40一）

（混合型D)

家 系

当 代

一長 女 死

（大6一大7)

一長 男 継承

（大8ー）

-2 男 戦死

（大12一昭20)

-3 男 分家 当 代

（昭2ー）
一長女 婚

-4 努 分家 （昭4ー）

（昭5ー）
一長男 分家

-2 女 婚
（昭4ー）

（昭8ー）
-2 女 婚

-3 女 婚
（昭6ー）

（昭11←）
-2 男 分家（混合型D)
（昭8ー）

一長 男 分家 -3 男 分家
（昭9一）

（昭11ー）

一長 女 婚 -4 男 死
（昭12ー）

（昭16一昭17)

-2 努 分家 -5 男 他出
（昭14一）

（昭18ー）
-2 女 婚 -6 男 分家
（昭17ー）

（昭21ー）
-3 女 他出 （末子相続型）

（昭20ー） 。'-4 女 他出

（昭23ー）

-5 '!J: 婚

（昭25ー）

-6 女他出
（昭28ー）
（末子相続型）



を
持
つ
が
、
長
女
と
次
男
と
は
死
亡
す
る
。
さ
て
長
男
が
二
九
歳
で
結
婚
す
る
と
、
親
た
ち
は
残
っ
た
子
ど
も
を
連
れ
て
、
隠
居
家
に
移

っ
た
。
ま
た
三
男
が
結
婚
す
る
と
、

一
、
二
年
同
居
し
た
あ
と
、
今
度
は
三
男
の
ほ
う
が
隣
部
落
の
相
之
浦
に
分
家
し
て
い
っ
た
。
四
男

も
婚
後
一
年
、
、
同
じ
く
相
之
浦
に
新
居
を
構
え
た
。
な
お
そ
の
か
ん
に
娘
た
ち
は
婚
出
し
て
、
親
た
ち
だ
け
が
隠
居
家
に
残
る
こ
と
に

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
完
全
憶
居
の
姿
で
あ
る
。
た
だ
母
親
は
、
一

O
年
前
に
亡
く
な
っ
て
、
現
在
は
父
親
だ
け
が
、
長
男
の
面
倒
を
受
け

な
が
ら
、
単
独
隠
居
の
暮
ら
し
を
続
け
て
い
る
。
次
に
四
男
家
は
、
六
男
、
三
女
を
持
っ
た
が
、
四
男
は
死
亡
す
る
。
長
男
は
佐
世
保
に

出
て
、
そ
こ
で
結
婚
、
次
男
は
、
婚
後
二
年
ほ
ど
親
と
同
居
し
て
、
父
家
の
隣
に
分
家
し
た
。
三
男
は
延
岡
に
出
て
結
婚
、
五
男
は
未
婚

だ
が
、
愛
知
県
に
他
出
し
て
い
る
。
六
男
（
末
子
）
は
、
父
の
家
に
い
た
が
、
結
婚
と
同
時
に
近
く
に
新
居
を
構
岳
た
。
そ
れ
で
老
夫
婦

だ
け
が
残
っ
て
、
父
家
は
そ
の
ま
ま
隠
居
家
の
態
を
な
し
て
い
る
。
た
だ
子
ど
も
た
ち
が
み
な
出
て
し
ま
っ
た
の
で
、
だ
れ
に
か
か
る
か

は
未
定
で
あ
る
9

お
わ
り
に
五
男
家
で
あ
る
が
、
当
家
で
は
二
男
、
六
女
が
生
ま
れ
た
。
長
男
は
結
婚
し
て
一
年
後
、
父
家
の
隣
に
分
家

し
た
。
次
男
は
、
愛
知
県
に
出
て
、
世
帯
を
持
っ
た
。
娘
た
ち
は
、
み
な
婚
出
し
た
。
と
い
う
わ
け
で
、
老
父
母
は
居
抜
き
の
ま
ま
で
隠

居
生
活
に
入
っ
た
。
な
お
ゆ
く
ゆ
く
は
、
長
男
に
看
て
も
ら
う
つ
も
り
だ
と
い
う
。

奈留島キリシタンの家族分封

五

若
干
の
考
察

1 

長
子
相
続
の
場
合

そ
こ
で
以
下
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
少
し
く
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。
は
じ
め
に
長
子
相
続
が
僅
少
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
も
っ
と
も
上
五
島
の
例
で
は
、
こ
れ
が
や
や
上
昇
し
て
く
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
三
分
の
一
程
度
の
発
現
率
に
す
ぎ
な
い
。
で
は

な
ぜ
長
子
相
続
が
定
着
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
別
稿
で
も
述
べ
て
お
い
た
が
、
西
南
九
州
は
、
そ
の
藩
体
制
と
産
業
構
造
と
か
ら



し
て
、
あ
え
て
長
子
家
督
を
求
め
る
体
勢
に
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
わ
れ
わ
れ
の
調
査
経
験
か
ら
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
系
家
族
の
場
合
、

非
長
子
相
続
へ
の
傾
斜
が
と
り
わ
け
急
で
あ
る
。
そ
し
て
前
述
の
『
郷
土
奈
留
』
は
、
こ
の
原
因
が
居
付
の
人
た
ち
の
「
勢
力
拡
大
」
に
あ

る
と
し
て
い
る
。
事
実
、
末
子
相
続
や
隠
居
分
家
と
い
っ
た
分
封
形
式
は
、
家
族
の
核
化
を
進
め
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

と
い
う
の
も
通
日
本
的
な
長
子
家
督
に
あ
っ
て
は
、
長
子
は
結
婚
後
も
父
家
に
と
ど
ま
る
の
で
、
そ
の
段
階
で
直
系
家
族
が
形
成
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
末
子
相
続
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
長
男
夫
婦
を
分
家
さ
せ
る
の
で
、
父
家
も
長
男
家
も
、
核
状
態
が
維
持
さ
れ
る
。
長
子
家
督

で
は
、
戸
は
二
戸
に
と
ど
ま
る
の
に
、
末
子
相
続
で
は
、
こ
れ
が
二
戸
に
分
裂
す
る
。
す
な
わ
ち
核
分
裂
を
と
げ
る
。
隠
居
分
家
で
は
、

親
は
長
男
夫
婦
を
本
家
に
残
し
て
、
親
の
ほ
う
が
未
婚
の
子
女
を
連
れ
て
分
家
す
る
。
し
た
が
っ
て
分
封
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
逆
に
な
る
け

れ
ど
も
、
分
裂
の
方
向
に
あ
る
点
は
同
じ
で
あ
る
。
な
お
こ
う
し
た
分
封
が
進
行
し
て
、
最
後
に
末
子
夫
婦
と
の
同
居
が
実
現
す
れ
ば
、

そ
の
段
階
で
直
系
家
族
が
つ
く
ら
れ
る
。
し
か
し
な
に
ぶ
ん
老
後
の
こ
と
な
の
で
、
こ
の
状
態
は
長
く
は
続
か
な
い
。
さ
き
に
核
化
を
進

め
る
メ
カ
ユ
ズ
ム
と
言
っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
巨
視
的
・
構
造
的
な
点
と
は
別
に
、
長
子
相
続
を
お
こ
な
っ
た
五
例
に
つ
い
て
、
そ
の
家
族
周
期
の
進
行
を
な
が

め
て
み
る
と
、
や
や
異
常
と
み
ら
れ
る
事
態
が
浮
び
あ
が
っ
て
く
る
。
あ
え
て
言
え
ば
内
部
構
造
的
な
欠
陥
で
あ
弘
。
具
体
的
に
は
、
次

の
と
お
り
で
あ
る
。

A 
家

長
男
が
結
婚
し
た
が
、
ま
だ
親
と
の
同
居
中
に
死
亡
し
た
の
で
、
代
わ
っ
て
三
男
が
跡
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。

B 
家

父
（
養
子
）
が
離
最
・
若
死
（
戦
死
）
し
た
し
、
弟
は
身
障
者
で
あ
っ
た
。

p 
家

父
の
早
世
と
弟
の
他
出
。

Q 
家

父
の
早
世
。

R 
家

弟
が
身
障
者
。

A
家
は
長
男
自
身
の
故
障
で
あ
る
が
、

B
、

p
、
Q
家
で
は
、
父
の
早
世
と
い
う
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
父
が
若
死
す
れ
ば
、
す
で
に



成
人
し
た
男
子
、
あ
る
い
は
早
く
成
人
す
る
男
子
が
跡
と
り
に
選
ば
れ
る
。
い
や
そ
う
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
B
、
R

両
家
は
、
弟
の
側
に
故
障
が
あ
っ
て
、
長
男
の
跡
と
り
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
こ
う
し
た
故
障
さ
え
な
け
れ
ば
、
跡
と
り

の
変
更
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
も
な
い
。
と
り
あ
え
ず
A
、
B
両
家
の
事
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

例
7 

当
家
で
は
、
五
男
、
A
家
（
実
質
長
子
相
続
）

一
女
が
生
ま
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
次
男
は
幼
時
に
オ
ジ
の
と
こ
ろ
の
養
子
に
出
た
。
長
男
は
、
明
治
四
五
年
、
二

六
歳
で
結
婚
す
る
け
点
ど
も
、
親
と
の
同
居
中
、
つ
ま
り
相
続
と
も
分
家
と
も
つ
か
な
い
う
ち
に
死
亡
し
て
し
ま
う
。
次
男
は
い
な
い
の

で
、
結
局
、
三
男
が
跡
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
父
は
農
業
の
か
た
わ
ら
漁
業
に
従
っ
て
い
た
が
、
長
男
と
三
男
と
は
、
漁
業
を
主

家

｜一長 男婚後，死

（明19一大6)

-2 男 幼死

（明22-?)

奈留島キリシタンの家族分封

A 

父

（嘉永 5一昭 8）一一
！｜ 

母

（文久 2一昭23)

例 7

-3 男 相続

（明25一昭44)

船廻

-4 男 分家

（明32一昭40) 相之浦

-5 男 分家村内

（明35ー）

婚ト長女

（明28ー）

と
し
て
い
た
。
た
だ
三
男
は
、
そ
の
後
、
船
廻
に
転
出
し
て
、
こ
の
村
に
は
い
な

ぃ
。
四
男
は
、
漁
夫
専
門
で
相
之
浦
に
居
を
構
え
た
。

五
男
（
末
子
）
は
、
学
校

を
出
て
す
ぐ
長
崎
の
三
菱
造
船
に
勤
め
て
、
向
こ
う
で
世
帯
を
持
っ
た
。
現
在
は

帰
っ
て
、
芸
事
の
師
匠
を
し
て
い
る
。
父
が
長
男
を
持
っ
た
の
は
、
三
四
歳
の
と

き
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
長
男
自
身
は
、
二
九
歳
で
結
婚
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
当

時
と
し
て
は
早
婚
で
は
な
い
。
長
男
の
死
亡
当
時
、
父
は
四
五
歳
に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
長
男
よ
り
六
つ
下
の
三
男
が
跡
と
り
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
三
男
の
結
婚

時
、
父
は
五
一
歳
で
あ
る
。
な
お
四
男
は
、
三
男
よ
り
も
さ
ら
に
七
つ
下
と
な
る
。

そ
こ
ま
で
待
て
な
か
っ
た
事
情
も
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
父
は
生
前
、
末
子
に
か
か

り
た
い
と
も
ら
し
て
い
た
。
し
か
し
末
子
が
長
崎
に
出
て
い
た
の
で
、
三
男
を
跡

と
り
に
据
え
た
と
い
う
。
こ
の
末
子
は
父
が
五

O
歳
の
と
き
の
子
で
あ
る
。
と
し



村内

高知県

婚

女

続

婚養

相

未

家

「長女
（昭3ー）

,-2 女

（昭7ー）

｜一長 男

（昭8ー）

」2 男

（昭10ー）

B 例 8

父

（明3←昭13トー
（離縁・戦死）
II 
母

（明38一昭28)

二
四

ま
わ
り
か
ら
し
て
、
末
子
の
跡
と
り
は
ま
ず
お
ぼ
つ
か
な
い
。
そ
れ
か
ら
こ
れ
は
結
果
論
と
な

る
け
れ
ど
も
、
父
は
末
子
が
結
婚
す
る
三
年
前
に
他
界
し
て
い
る
。
要
す
る
に
当
家
の
場
合
、

結
婚
し
た
長
男
の
早
世
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
父
子
の
年
齢
差
が
、
三
男
の
相
続
に
導
い
た
、

と
い
う
印
象
が
強
い
。

例
8 

B
家
（
長
子
相
続
）

当
家
で
は
、
前
例
と
ち
が
っ
て
、
文
字
ど
お
り
の
長
男
が
相
続
し
た
。
そ
し
て
そ
の
原
因
は
、

ま
ず
父
親
の
離
縁
と
戦
死
と
に
あ
る
と
み
て
よ
い
。
と
い
う
の
は
、
父
は
入
管
で
あ
っ
て
、
昭

和
三
年
に
結
婚
、
一

O
年
に
は
離
縁
と
な
り
、
一
一
一
一
年
に
は
目
撃
事
変
で
戦
死
し
て
し
ま
う
。

因
子
が
あ
っ
た
が
、
離
縁
当
時
、
長
男
は
二
歳
、
次
男
は
そ
の
年
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
。
当
時
、

祖
父
母
が
在
世
中
だ
っ
た
が
、
こ
の
二
人
は
オ
パ
（
母
の
妹
）
に
ま
か
せ
て
、
母
と
子
ど
も
四

人
は
、
別
の
世
帯
を
か
ま
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
女
は
、
そ
の
後
、
高
知
県
に
養
女
と
し
て
出
て
、
長
女
は
昭
和
二
一
年
、
村
内
に
出

嫁
し
た
。
長
男
は
成
人
し
て
船
員
と
な
り
、
次
男
は
自
衛
隊
に
勤
め
た
。
母
は
昭
和
二
八
年
に
死
亡
す
る
。
長
男
の
結
婚
は
、
母
の
死
亡

後
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
自
衛
隊
に
出
た
次
男
は
、
事
情
が
あ
っ
て
、
結
婚
せ
ず
、
長
男
家
の
同
居
人
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
極
端

な
表
現
を
と
れ
ば
、
当
家
の
場
合
は
家
族
解
体
に
近
い
。
そ
し
て
こ
の
状
態
で
は
好
む
と
好
ま
ぎ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
長
男
の
跡
と
り

は
必
至
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

2

隠
居
分
家
の
先
行
に
つ
い
て

全
セ

v
ト
に
つ
い
て
の
家
族
周
期
の
展
開
は
、
の
ち
に
掲
げ
る
こ
と
に
し
て
、
次
に
進
む
こ
と
に
し
た
い
。
と
い
う
の
は
、
さ
き
に
古
老
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奈留島キリシタンの家族分封

明

続

続

D

相
相
型

子

子

合

長
末
混

31(100.0) 

の
言
と
し
て
、
末
子
相
続
型
に
対
す
る
隠
居
分
家
型
の
先
行
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
検
討

で
あ
る
。
た
だ
今
回
の
調
査
で
は
、
純
粋
の
隠
居
分
家
型
は
検
出
さ
れ
ず
、
そ
の
変
形
で
あ
る
混
合
型

D
が
、
末
子
相
続
型
と
同
比
率
で
登
場
し
て
き
た
。
そ
こ
で
こ
の
さ
い
、
各
相
続
型
の
時
代
的
前
後
を

な
が
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
表
日
が
そ
れ
で
あ
る
。
時
代
的
区
分
は
、
と
り
あ
え
ず
長
男
の
結
婚
時

点
を
も
っ
て
し
た
が
、
と
こ
ろ
で
本
表
に
よ
る
か
ぎ
り
、
古
老
の
指
摘
す
る
隠
居
分
家
（
こ
こ
で
は
混
合

型
D
〉
の
先
行
を
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
正
期
・
昭
和
前
期
（
戦
前
）
・
昭
和
後
期
（
戦
後
）
を

通
し
て
、
末
子
相
続
型
と
混
合
型
D
と
は
ま
っ
た
く
同
率
で
あ
る
。
明
治
期
の
資
料
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と

は
っ
き
り
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

い
ま
は
そ
の
検
出
を
期
待
す
べ
く
も
な
い
。
当
面
、
両
型
と
も
並
び
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
、
と
み
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
長
子
相
続
に
つ
い
て
、
明
治
・
大
正
・
昭
和

前
期
、
す
な
わ
ち
長
子
家
督
が
強
制
法
規
の
こ
ろ
を
遊
離
す
る
と
、
そ
の
発
現
率
は
二
三
%
に
す
ぎ
な
い
。

戸
籍
面
の
不
実
記
載
は
、
対
象
セ
ッ
ト
に
照
し
て
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

S

混
合
型
D
に
つ
い
て

次
に
こ
れ
も
問
題
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
が
、
本
調
査
で
は
隠
居
分
家
型
が
す
べ
て
混
合
型
D
と
な
っ

た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
こ
で
こ
の

D
型
の
内
容
で
あ
る
。
次
男
以
下
の
分
封
の
さ

言十

ぃ
、
隠
居
分
家
型
が
崩
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
具
体
的
に
は
、

ベ
て
当
人
た
ち
の
分
家
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
次
男
以
下
は
、
末
子
相
続
型
に
分
家
し
て
い
っ
て
、
途
中
も

う
一
度
隠
居
分
家
型
に
戻
る
と
い
う
例
は
ま
っ
た
く
な
い
。
言
い
か
え
る
と
、
長
男
は
本
家
を
渡
さ
れ
た

が
、
次
男
以
下
は
み
な
当
人
た
ち
が
分
家
し
て
い
っ
た
。
老
後
に
お
け
る
親
の
行
方
に
つ
い
て
は
、
の
ち

一
例
を
除
い
て
、
他
は
す

五



円割 ~I~男｜τ千長男
農 業

1 2 1 1 4 1 
(20. 0) (15. 4) (7. 7) (7. 7) (12. 9) (3. 2) 

漁 業
2 4 9 7 7 11 18 22 
(40. 0) (80. 0) (69. 2) (53. 8) (53. 8) (84. 6) (5S.1) (71.0) 

水産加工 1 2 1 2 2 
(7. 7) (15. 4) (7. 7) (6. 5) (6. 5) 

その他・無 1 1 1 4 1 3 5 
(20. 0) (20.0) (7. 7) (30. 8) (7. 7) (9. 7) (16・1)

死 亡
1 1 2 4. 
(20. 0) (7. 7) 一（15.4) 一（12.9) 

明 1 1 不
(7. 7) (3. 2) 

計 I 5 I 5 I 日 I 13 I 13 I 13 I 31 I 31 (100. o) I c10仏o)I(100.o)I (100.o)I (1 o.o)I (100.o)I (100.o)I (100.0) 

im1よア二
業 1 1 農 (12. 5) (4. 5) 

業
1 1 5 10 5 12 11 漁 (33. 3) (33. 3) (45・4) (37. 5) (62. 5) (38.7) (50. 0) 

1 1 1 水産加工 (9.1) (5. 0) (4. 5) 

その他・無 2 2 4 15 2 19 8 
(66. 7) (66. 7) (36. 4) (47・5) (25・0) (61. 3) (36. 4) 

1 3 1 不 明 (9.1) (10. 0) (4. 5) 

計 I3 I 3 I 11 I 29 I 8 I 31 I 22 I 63 ー
(100・O)I(100. 0) I (100.めI(100. O)I (100・O)I(100.州（100.0) (10州天



奈留島キリシタンの家族分封

分家の地点

外落部
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1 1 4 5 6 
長子相続 (16. 7) (16. 7) (66. 7) (83. 3) (100.0) 

22 5 20 25 47 
末子相続 (46. 8) (10. 6) (4払6) (53. 2) (100.0) 

14 4 19 23 37 
混合型 D (37. 8) (10. 8) (51. 4) (62, 1) (100. 0) 
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に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
と
に
か
く
こ
う
し
た
わ
け
で
、
分
封
の
総
事
例
数
か
ら
す
る

と
、
一
貫
し
た
末
子
相
続
型
と
あ
わ
せ
て
、
末
子
相
続
タ
イ
プ
の
分
封
が
絶
対
的
に
多
い
こ

と
に
な
る
。
こ
の
あ
た
り
『
郷
土
奈
留
』
が
、
こ
の
島
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
居
付
民
の
慣
行

を
末
子
相
続
型
と
総
括
し
た
理
由
か
と
思
わ
れ
る
。
で
は
こ
の
事
実
は
、
ど
う
説
明
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
か
。

と
り
あ
え
ず
こ
こ
で
は
、
三
つ
の
資
料
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
表
時
は
長
男
の
結

婚
時
、
父
と
こ
の
長
男
が
就
い
て
い
た
職
業
を
し
め
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
は
、
父
（
五

八
%
）
、
長
男
（
七
一
%
）
と
も
漁
業
が
過
半
を
占
め
て
い
る
。
が
、
強
い
て
い
え
ば
子
（
長

男
）
の
ほ
う
が
こ
の
漁
業
へ
の
傾
斜
が
強
い
。
本
表
は
、
た
だ
ち
に
時
代
的
な
前
後
に
読
み

か
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
か
つ
て
の
畑
作
農
業
か
ら
漁
業
、
と
り
わ
け
ま
き
網

へ
の
就
労
と
い
っ
た
推
移
が
う
か
が
え
な
い
の
で
も
な
い
。
な
お
相
続
形
態
別
、
と
く
に
末

子
相
続
型
と
D
型
に
つ
い
て
な
が
め
て
み
る
と
、
長
男
の
漁
業
へ
の
傾
斜
は
、
D
型
の
ほ
う

が
強
い
。
末
子
相
続
型
で
は
、
農
漁
以
外
の
他
産
業
へ
の
移
動
が
み
ら
れ
る
。
が
、
そ
う
取

り
た
て
て
言
う
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
表
口
は
、
や
や
問
題
点
に
接
近
し
て

く
る
。
す
な
わ
ち
次
男
以
下
の
就
労
者
を
、
戦
前
（
大
正
以
前
も
含
む
）
・
戦
後
に
分
け
た

も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
に
よ
る
と
、
戦
前
の
漁
業
（
五
O
%
）
か
ら
戦
後
の
「
そ
の

他
」
（
五
七
%
）

へ
と
、
そ
の
重
点
の
移
行
し
た
跡
が
裏
づ
け
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
移
行
は
、

末
子
相
続
型
（
四
七
%
）
よ
り
も
、
混
合
型
D
2
2
%
）
の
ほ
う
が
急
で
あ
る
。
農
漁
以

外
に
み
る
べ
き
産
業
を
持
た
な
い
こ
の
離
島
の
場
合
、
「
そ
の
他
」
の
増
加
は
、
か
れ
ら
が
島

二
七



二
八

外
に
流
出
し
た
事
実
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
こ
で
表
団
は
、
長
子
・
非
長
子
を
間
わ
ず
、

か
れ
ら
が
分
家
し
た
地
点
の
分
類
で
あ
る
。
こ

の
地
点
を
部
落
内
と
部
落
外
と
に
分
け
る
と
、
前
者
の
四
一
%
、
後
者
の
五
八
%
と
、
ほ
ぼ
四
対
六
の
割
合
と
な
る
。
け
れ
ど
も
島
内
の

他
部
落
と
い
う
の
は
一
割
程
度
で
あ
っ
て
、
残
り
の
四
七
%
は
、
実
は
島
外
へ
の
分
家
者
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
人
た

ち
を
「
分
家
者
」
と
言
え
る
か
ど
う
か
、
こ
れ
は
、
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
要
す
る
に
か
れ
ら
の
半
数
近
く
は
、
島
を
離
れ
て
他
に
生
活
の

場
所
を
求
め
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
こ
の
島
外
流
出
者
を
末
子
相
続
型
と
混
合
型
D
と
に
分
け
て
な
が
め
る
と
、
前
者
の
四
二
%
に
対
し

て
後
者
の
五
一
%
と
、

D
型
の
ほ
う
が
や
や
高
い
数
値
を
し
め
し
て
い
る
。

そ
こ
で
以
上
か
ら
す
る
と
、
末
子
相
続
型
と
D
型
の
分
岐
点
を
計
数
的
に
裏
づ
け
る
に
は
、
や
や
弱
い
感
じ
を
免
れ
な
い
。
け
れ
ど
も

隠
居
分
家
型
が
末
子
に
ま
で
貫
徹
せ
ず
、
次
男
以
下
に
あ
っ
て
は
、
当
人
た
ち
の
分
家
、
す
な
わ
ち
末
子
相
続
型
に
変
わ
っ
た
こ
と
に
は
、

か
れ
ら
が
島
外
に
流
出
し
た
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
一
部
は
、
こ
の
事
実
に
う
な
が
さ
れ
て
、
純
粋
の
隠
居
分
家
型
が
崩

れ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
認
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
親
た
ち
は
、
長
男
を
本
家
に
残
し
て
隠
居
分
家
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
し
て
次
男

以
下
に
も
同
じ
措
置
に
出
ょ
う
と
す
る
。
し
か
し
か
れ
ら
が
他
出
し
て
し
ま
っ
て
は
、
こ
れ
が
で
き
な
い
。
い
や
ま
っ
た
く
不
可
能
で
は

な
い
が
、
そ
の
た
め
に
は
親
の
ほ
う
が
島
を
出
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
と
も
と
隠
居
分
家
と
い
う
の
は
、
名
は
隠
居
で
あ
っ
て
も
、
ま

さ
に
生
産
隠
居
の
姿
で
あ
る
。
残
っ
た
子
女
の
始
末
は
、
こ
の
殺
の
責
任
と
な
っ
て
く
る
。
あ
と
で
例
示
す
る
が
、
島
外
流
出
者
の
多
く

は
、
都
市
の
第
二
次
、
第
三
次
部
門
に
就
職
し
て
い
っ
た
。
だ
か
ら
親
た
ち
は
そ
こ
に
移
っ
て
も
、
生
活
の
メ
ド
は
ま
ず
立
た
な
い
。
し

ょ
せ
ん
隠
居
分
家
と
い
う
分
封
形
態
は
、
遠
隔
地
に
ま
で
は
及
ば
な
い
。
と
り
わ
け
離
島
の
場
合
に
は
、
そ
の
範
囲
が
島
内
に
限
ら
れ
て

く
る
。
そ
う
み
て
公
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
が
第
一
の
理
由
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
こ
こ
で
は
次
男
以
下
が
み
な
他
出
し
た
た
め
に
D
型
に
な
っ
た
例
だ
け
で
は
な
い
。
ま

た
計
数
的
に
も
、
そ
う
し
た
完
壁
さ
が
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
第
二
の
理
由
と
し
て
、
ま
き
網
に
よ
っ
て
漁
家
の
経

済
事
情
が
好
転
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
こ
の
た
め
に
、
新
世
帯
を
持
つ
子
ど
も
に
は
、
な
る
べ
く
新
し
い
家
を
与
・
え
よ



う
と
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
末
子
相
続
式
の
分
封
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
点
は
、
先
年
、
上
五
島
（
南
松
浦
郡
上
五
島
町
背
砂
ケ
浦
）

の
カ
ト

p
v
タ
家
族
で
も
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
具
体
的
に
は
、
以
西
底
曳
網
の
好
況
に
と
も
な
う
末
子
相
続
型
の
増
加
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
奈
留
島
で
も
、
古
老
の
一
人
は
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

自
分
の
若
い
こ
ろ
に
も
、
長
男
を
分
家
さ
せ
る
家
が
あ
っ
た
。
し
か
し
古
い
時
代
に
は
、
長
男
に
本
家
を
譲
る
家
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
ど
ち
ら
の
や

り
方
を
と
る
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
事
情
に
よ
っ
た
が
、
経
済
的
に
裕
福
な
家
で
は
、
背
も
長
男
を
分
家
さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

つ
ま
り
こ
の
古
老
は
、
末
子
相
続
と
隠
居
分
家
と
の
古
く
か
ら
の
並
行
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
つ
て
は
隠
居
分
家
型
の

p
l
ド
を
主
張

古
老
は
、

す
ミ
そ
し
て
両
分
封
型
の
分
岐
点
に
作
用
す
る
も
の
と
し
て
、
各
家
の
貧
富
を
指
摘
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
。
た
だ
こ
の

か
り
て
の
事
情
を
説
明
す
る
の
に
と
ど
ま
っ
た
。
け
れ
ど
も
経
済
事
情
の
好
転
と
い
う
最
近
の
動
き
を
考
え
れ
ば
、
隠
居
分
家

型
の
後
退
、
末
子
相
続
型
の
前
進
と
い
う
推
移
も
、
論
理
的
に
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
表
時
で
み
た
よ
う
に
、
長
男
の
措
置
に
関

に
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
が
貫
徹
し
た
の
に
対
し
て
、

し
て
は
、
末
子
相
続
型
と
混
合
型
D
と
の
時
代
的
な
前
後
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
に
し
て
も
末
子
相
続
型
は
、
次
男
以
下

D
型
で
は
、

一
例
を
別
と
し
て
、
隠
居
分
家
型
が
末
子
相
続
型
に
変
化
し
た
。
し
か
も

奈留島キリシタンの家族分封

奈留町一般会計歳入分

25 16,203 100 

30 23,050 142 

35 85,308 526 

40 179,721 1,109 

45 369,363 2,279 

46 550,426 3,397 

47 697,319 4,303 

48 737,501 4,551 

数指

表 19

昭和十堅議］

わ
れ
わ
れ
の
セ
V

ト
で
は
、
三
一
例
の
う
ち
一
八
例
は
、
長
男
の
分
封
時
が
す
で
に
戦
後
に

属
し
て
い
る
。
最
近
の
社
会
的
・
経
済
的
変
動
に
影
響
さ
れ
や
す
い
事
例
だ
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
以
上
は
論
理
斉
合
的
で
は
あ
っ
て
も
、
事
例
に
つ
い
て
の
検
討
を

’
欠
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
推
定
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
こ
の
島
の
経
済
は
、

た
し
か
に
飛
躍
的
に
好
転
し
て
き
た
。
巨
視
的
な
指
標
と
し
て
、
町
財
政
に
お
け
る
歳
入

の
伸
び
を
み
る
と
、
表
却
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
昭
和
二
五
年
と
い
う
の
は
、
歳
入
が
は

じ
め
て
一
千
万
円
台
に
達
し
た
年
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
対
二
五
年
比
に
お
い
て
、
昭
和

三
O
年
は
一
四
二
の
指
数
で
し
め
さ
れ
る
が
、
三
五
年
に
は
五
倍
、
四

O
年
に
は
一
一
倍
、

二
九
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。

四
五
年
に
は
二
二
倍
、
そ
し
て
四
五
年
に
は
な
ん
と
四
五
倍
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
自

主
財
源
の
占
め
る
比
率
（
た
と
え
ば
町
民
税
四
・
六
八
%
）
は
き
わ
め
て
低
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

町
民
の
生
活
向
上
は
、
否
定
で
き
な
い
事
実
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ーよー
／、

相
続
の
問
題

以
上
は
、
分
封
型
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
分
封
過
程
と
並
ん
で
、

相
続
の
問
題
が
現
わ
れ
る
。
、
す
な
わ
ち
世
代
の
継
承
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
相
続
は
、
一
般

に
身
分
相
続
と
財
産
相
続
と
に
分
け
て
扱
わ
れ
る
。
対
象
家
放
の
財
産
相
続
に
関
し
て
は
、
の
ち

に
述
べ
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
前
者
に
つ
い
て
な
が
め
て
み
た
い
。
と
こ
ろ
で
通
日
本
的
に

は
、
身
分
相
続
は
い
わ
ゆ
る
「
家
」
制
度
に
支
え
ら
れ
て
、
家
督
相
続
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き

た
。
少
な
く
て
も
民
法
の
改
正
ま
で
は
、
そ
う
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
家
名
・
家
産
・
祭
記

権
な
ど
の
継
承
で
あ
っ
て
、
明
治
民
法
で
は
こ
の
継
承
者
（
相
続
人
）
を
、
原
則
と
し
て
長
男
に

限
定
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
長
男
は
、
結
婚
後
も
親
と
同
居
し
て
親
の
老
後
を
扶
養
す
る
と
と
も

に
、
親
の
家
屋
敷
を
継
承
す
る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
西
九
州
の
キ
リ
ス
ト
教
系
家
族

に
あ
っ
て
は
、
「
家
」
の
姿
勢
が
ま
こ
と
に
と
．
ほ
し
い
。
ま
た
継
承
者
は
、
わ
れ
わ
れ
が
い
う
と
こ

ろ
の
不
定
相
続
で
あ
っ
て
、
長
男
に
は
か
ぎ
ら
れ
な
い
。
な
る
ほ
ど
隠
居
分
家
の
場
合
、
長
男
は

親
の
家
屋
敷
を
継
承
す
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
長
男
は
、
終
生
の
同
居
者
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
わ

‘
け
で
身
分
相
続
の
影
が
う
す
れ
て
、
継
承
者
と
か
相
続
人
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
親
の



老
後
を
み
る
か
か
り
子
的
な
性
格
を
濃
厚
に
し
て
く
る
。
い
や
身
分
的
な
属
性
が
弱
い
の
で
、
現
実
的
な
扶
養
が
前
面
に
押
し
だ
さ
れ
る
。

そ
う
み
た
ほ
う
が
正
し
い
。
わ
れ
わ
れ
は
本
稿
で
、
継
承
者
・
相
続
人
の
こ
と
ば
を
避
け
て
、
「
最
終
の
同
居
者
」
と
い
う
表
現
を
と
っ

た
が
、
そ
れ
は
対
象
部
落
の
相
続
が
、
通
日
本
的
な
そ
れ
と
大
き
く
異
な
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
同
居
者
」
が
「
扶
養
者
」
の
意
味

を
強
く
し
て
い
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
不
正
確
な
表
現
で
あ
る
こ
と
は
、

の
ち
に
述
べ
る
と
お
り
で
あ

る
。
そ
こ
で
表
却
を
見
ら
れ
た
い
。
こ
の
「
最
終
の
同
居
者
」
の
分
類
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
意
外
な
結
果
が
現
わ
れ
て
き
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
最
終
の
同
居
者
、

、
、
、
、

つ
量
り
か
か
り
子
を
持
っ
た
家
は
、
二
七
%
に
す

ぎ
な
．
ぃ
。
残
り
の
七
二
%
で
は
、
こ
れ
を
欠
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
七
二
%
の
う
ち
に
は
、
分
封
ま
え
に
両
親
が
死
亡

し
て
、
扶
養
じ
た
く
て
も
対
象
を
欠
く
も
の
が
一
O
%
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
あ
と
の
六
二
%
は
、
子
ど
も
た
ち
が
完
全
隠
居
を
と
げ
た

奈留島キリシタンの家族分封

例
で
あ
る
。
老
後
の
扶
養
は
い
わ
ば
生
命
継
起
の
タ
ッ
チ
・
ゾ
l
ン
な
の
で
、
格
段
の
老
人
保
障
で
も
な
い
か
ぎ
り
、
こ
れ
の
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
く
5
0
そ
れ
は
対
象
と
な
る
家
族
集
団
が
「
家
」
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
そ
の
こ
と
に
は
関
係
が
な
い
。

と
こ
ろ
が
対
象
部
落
で
は
、
そ
の
過
半
が
最
終
の
同
居
者
を
欠
い
て
い
る
。
も
っ
と
は
っ
き
り
言
え
ば
、
子
ど
も
の
分
封
を
す
ま
せ
た
あ

と
、
親
た
ち
は
完
全
隠
居
の
態
勢
に
入
っ
た
。
別
居
・
別
財
・
別
カ
マ
ド
の
隠
居
で
あ
る
。
そ
し
て
か
れ
ら
の
多
く
は
、
こ
の
隠
居
家
で

そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
と
く
に
末
子
相
続
型
は
、
両
親
死
亡
の
二
例
を
除
い
て
、
そ
の
全
数
が
完
全
隠
居
の
姿
で
あ
る
。
ま
た
D
型
は
、

四
例
に
同
居
者
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
完
全
隠
居
率
は
六
六
%
、
す
な
わ
ち
三
分
の
二
は
、
こ
の
タ
イ
プ
に
属
し
て
る
。
前
述
の
よ

う
に
こ
の

D
型
で
は
、

一
例
を
除
い
て
、
次
男
以
下
は
末
子
相
続
式
に
分
家
し
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
完
全
隠
居
を
お
こ
な
っ
た
親
た

ち
は
、
本
家
か
ら
移
っ
て
い
っ
た
家
に
と
ど
ま
っ
て
隠
居
生
活
に
入
っ
た
か
、
こ
の
家
を
処
分
し
て
、
新
た
に
隠
居
所
を
設
け
た
か
、
そ

の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
末
子
相
続
型
の
分
封
で
は
、
親
は
本
家
を
そ
の
ま
ま
隠
居
所
に
し
た
か
、
別
に
隠
居
家
を
建
て

た
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
同
居
率
の
高
い
の
は
、
長
子
相
続
型
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
で
は
両
親
死
亡

の
一
例
を
別
と
し
て
、
他
は
す
べ
て
長
男
と
の
同
居
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
相
続
型
は
、
家
族
周
期
の
展
開
の
点
で
は
順
調
で



な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
最
終
の
同
居
者
を
持
っ
た
八
例
中
、
五
例
は
分
封
過
程
中
に
親
の
一
方
が
死
亡
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
こ

う
し
た
同
居
者
を
持
つ
の
が
む
し
ろ
異
常
で
あ
っ
て
、
こ
と
が
順
調
に
経
過
す
れ
ば
、
完
全
隠
居
に
入
る
の
が
自
然
の
筋
、
と
い
う
印
象

さ
え
も
受
け
る
。
世
代
別
居
制
、
父
子
別
居
制
、
隠
居
制
家
族
な
ど
、
そ
の
名
称
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
当
地
の
慣
行
も
こ
れ
類
似
の
も

の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ
れ
は
伝
統
的
な
日
本
家
族
の
姿
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
直
系
家
族
か
ら
は
遠
の

い
て
、
近
代
家
族
に
接
近
し
て
く
る
。
と
い
っ
て
親
の
老
後
は
、
す
べ
て
本
表
の
よ
う
な
結
果
で
終
わ
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
完
全
隠

居
の
場
合
に
つ
い
て
言
え
る
。
す
な
わ
ち
老
親
は
、
な
る
べ
く
こ
の
完
全
隠
居
の
態
勢
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
。
け
れ
ど
も
や
が
て
起
居

に
も
こ
と
欠
く
状
態
と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
そ
う
な
ら
な
く
て
も
♂
老
妻
が
死
亡
す
る
と
、
父
親
一
人
で
は
炊
事
そ
の
他
の
家
事
に
支
障

を
き
た
す
。
要
す
る
に
最
終
段
階
で
は
、
た
と
え
子
と
は
別
居
の
生
活
を
続
け
て
い
て
も
、
だ
れ
か
の
世
話
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
具
体
的
な
経
過
と
実
態
に
つ
い
て
は
、

の
ち
に
例
示
し
た
い
と
思
う
が
、

い
ま
こ
れ
ら
を
狭
義
の

「
扶
養
者
」

と
考
え
、

さ
き
の

「
最
終
の
同
居
者
」
と
あ
わ
せ
て
表
示
す
る
と
、
表
到
の
よ
う
に
な
る
。
「
最
終
の
同
居
者
」
は
ま
た
こ
の
狭
義
の
「
扶
養
者
」
で
も
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
ま
だ
こ
の
種
の
扶
養
老
が
決
ま
っ
て
い
な
い
事
例
（
二
二
%
）
を
含
む
が
、
全
体
と
し
℃
は
長
男
に
み
て
も
ら
っ
た
の
が
半

数
近
く
（
四
五
%
）
を
占
め
る
。
長
子
相
続
型
で
は
こ
れ
が
全
数
、
末
子
相
続
型
（
三
O
%
）
、

D
型
（
三
八
%
）
で
も
、
こ
れ
が
相
対
的
に

高
い
。
末
子
相
続
型
で
は
、
本
来
な
ら
ば
、
長
男
以
下
の
分
封
の
結
果
、
末
子
と
の
終
生
的
な
同
居
が
実
現
し
て
、
こ
の
末
子
が
扶
養
者

と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
部
落
で
は
、
全
数
が
完
全
隠
居
を
と
げ
た
。
で
は
そ
の
後
、
扶
養
者
と
し
て
こ
の
末
子
を
選
ん
だ

か
。
と
い
う
と
そ
う
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
な
る
ほ
ど
末
子
を
選
ん
だ
の
が
三
O
%
現
わ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
と
同
数
、
長
子
が
出
て
く
る

し
、
ま
た
仲
兄
も
一
五
%
登
場
し
て
き
た
。
さ
ら
に
D
型
は
、
も
と
も
と
「
最
終
の
同
居
者
」
四
を
数
え
た
。
と
こ
ろ
が
「
扶
養
者
」
と

な
る
と
、
五
件
が
増
加
し
た
が
、
そ
の
内
訳
は
長
男
四
、
仲
兄
一
で
あ
る
。

D
型
で
は
、
隠
居
分
家
式
に
長
男
に
本
家
を
譲
っ
て
、
親
た
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ち
は
未
婚
の
子
女
を
連
れ
て
、
別
の
家
を
構
え
た
。
こ
の
あ
た
り
老
後
の
扶
養
者
と
し
て
、
長
男
を

選
ん
だ
理
由
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
完
全
隠
居
と
い
う
ワ

ン
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
竹
田
且
氏
の
い
う
複
式
の
隠
居
分
家
に
近

い
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
子
ど
も
の
始
末
を
み
な
つ
け
た
あ
と
、
親
は
長
男
家
に
戻
る
、

と
い
う
式
の
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
込
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
そ
う
し
た
族
制
に
も

と
づ
く
長
男
の
選
択
で
は
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
確
言
は
控
え
る
に
し
て
も
、
む
し
ろ
長
男
．

が
在
村
し
て
い
た
と
か
、
た
ま
た
ま
隠
居
家
が
長
男
家
の
隣
に
あ
っ
た
と
か
、
長
男
の
嫁
と
う
ま
く

い
っ
て
い
た
と
か
、
要
す
る
に
状
況
的
因
子
に
よ
る
気
配
が
強
い
。
な
お
対
象
部
落
は
漁
村
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
農
地
の
所
有
は
ま
こ
と
に
と
．
ほ
し
い
。
む
し
ろ
労
働
が
資
本
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
、
隠
居
し
た
老
人
も
、

一
本
づ
り
そ
の
他
で
働
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
う
し
た
わ
け
で
、
隠

居
分
も
慣
行
化
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
隠
居
家
の
建
物
と
地
面
と
は
、
こ
れ
が
老
後
の
扶

養
者
に
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

七

事
例
の
提
示

②＋③ 

そ
こ
で
こ
の
さ
い
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
う
る
た
め
に
、
幾
つ
か
の
事
例
を
提
示
す
る
こ
と
に

し
た
い
。
な
お
長
子
相
続
型
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
二
例
を
掲
げ
た
が
、
も
う
一
例
を
加
え
て
み
た

い
。
や
や
変
形
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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四

死

継承

戦死

分家

相之浦

分家

相之浦

婚

福江市

婚

若松町

例
9 

C
家
（
長
子
相
続
）

一長女

（大6一大7)

-2 男

（大12一昭20)

長
男
は
漁
夫
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
当
家
で
は
、
実
は
長
男
よ
り
も
一

当
家
で
は
四
男
、
三
女
が
生
ま
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
長
女
は
幼
死
し
、

単独隠居

父・ ｜一長男
：（明30ー）：｜

｜ （大正8ー）

｜｜ 

母

（明30一昭38)

-3 女

（昭11-)

-3 男

（昭2ー）

-4 男

（昭5ー）

-2 女

（昭8ー）

次
男
は
戦
死
す
る
。
長
男
の
結
婚
は
、
昭
和
二
三
年
で
、
こ
れ
は
次
男

が
戦
死
し
た
あ
と
の
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
父
は
イ
リ
コ
の
加
工
、

男
の
ほ
う
が
先
に
結
婚
し
た
（
昭
和
一
一
一
年
）
。
三
男
は
、
イ
リ
コ
の
加

工
で
父
を
加
勢
し
て
い
た
。
し
か
し
本
家
を
譲
ら
れ
た
の
は
、
三
男
で

は
な
く
て
、
長
男
の
ほ
う
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
次
男
は
、
婚
後
一
年

で
相
之
浦
に
分
家
し
て
い
っ
た
。
た
だ
分
家
と
い
っ
て
も
、

イ
リ
コ
加

工
の
納
屋
を
改
造
し
た
だ
け
の
家
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
長
男
が
本
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
が
、
親
は
す
で
に
別
宅
を
用
意
し
て
い
て
、

長
男
が
結
婚
し
て
二
週
間
の
の
ち
に
は
、
隠
居
分
家
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
男
（
末
子
）

は
昭
和
二
六
年
に
世
帯
を
持
つ
が
、
か
れ

も
漁
夫
で
あ
る
。
婚
後
一
年
で
兄
と
同
じ
く
、
相
之
浦
に
分
家
す
る
が
、
家
は
ほ
と
ん
ど
自
力
で
建
て
た
。
な
お
次
女
と
一
一
一
女
と
は
、
そ

の
後
、
父
の
家
か
ら
福
江
市
と
若
松
町
と
に
出
嫁
し
て
い
っ
た
。
た
だ
母
は
娘
の
嫁
入
前
（
昭
和
三
八
年
）

に
他
界
し
て
し
ま
う
。
し
た

が
っ
て
当
家
で
は
、
老
夫
婦
の
完
全
隠
居
は
、

つ
い
に
成
立
し
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
父
は
、
次
男
の
遺
族
年
金
が
あ
る
の
で
、
隠
居
生

活
を
続
け
て
い
る
。
さ
て
そ
れ
で
は
当
家
の
場
合
、
跡
と
り
は
だ
れ
か
と
い
う
と
、
父
の
こ
と
ば
だ
と
、
そ
れ
は
長
男
だ
と
い
う
。
た
だ

は
じ
め
か
ら
そ
う
だ
つ
た
の
で
は
な
い
。
当
初
、
四
男
（
末
子
）
を
予
定
し
て
い
た
が
、
か
れ
が
「
親
を
養
い
き
れ
な
い
」
と
言
う
の
で
、

長
男
に
廻
っ
て
き
た
の
だ
と
い
う
。
と
い
う
わ
け
で
た
と
え
ワ
ン
・
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
う
な
れ
ば
い
ち
お
う
長
男
家

が
中
心
と
な
っ
て
、
こ
と
が
運
ば
れ
る
。
な
る
ほ
ど
母
の
石
碑
は
、
父
（
夫
）
が
建
て
た
が
、

し
か
し
先
祖
の
位
牌
、
母
・
次
男
の
位
牌



は
、
み
な
長
男
家
に
安
置
さ
れ
、
法
要
も
長
男
家
を
場
所
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
。
財
産
分
け
で
は
、
長
男
の
取
分
を
多
く
し
て
、
あ
と

を
二
分
し
た
が
、
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
隠
居
家
の
税
金
、
電
灯
料
な
ど
も
長
男
が
負
担
し
て
い
る
。
隠
居
家
も
、
父
の
死
後
は
長
男
の

も
の
に
な
ろ
う
、
と
い
う
の
が
お
お
か
た
の
観
測
で
あ
る
。

次
は
末
子
相
続
の
例
で
あ
る
。

例
10 

D
家
（
末
子
相
続
）

両
親
は
、
明
治
二
四
年
に
結
婚
し
た
が
、
当
時
、
父
は
二
二
歳
、
母
は
一
八
歳
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
翌
々
年
に
は
、
長
女
が
生
ま
れ
、

以
来
、
二
一
年
間
に
六
男
、
五
女
を
持
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
状
態
で
は
、
諸
子
の
措
置
が
急
が
れ
る
。
こ
う
し
て
男
子
は
分
家
ま
た
は

婚

相之浦

婚

樫木山

婚

船廻郷

養出

三本訟

奈留島キリシタンの家族分封

D家

，一長女

；（明2竺昭18）；一｜ （明26一）
II 母：

：（明6一昭39):

完全隠居

例 10

トー2 女

（明26ー）

-3 女

（明28一）

一長 男

（明30ー）

トー2 男 養出のち

（明32一昭23) 分家

分家

船廻郷

分家

船廻郷

他出

長崎市

婚

白這

婚

船廻郷

分家

滞

トー3 男

（明35一）

トー4 男

（明37ー）

トー5 男

（明3与一）

-4 女

（明42一）

トー5 女

（明44ー）

-6 男

（大2一）

出
養
子
、
女
子
は
次
々
に
出
嫁
し
て

い
っ
た
。
な
お
こ
の
う
ち
島
の
外
に

世
帯
を
持
っ
た
の
は
、
五
男
だ
け
で

あ
る
。
六
男
（
末
子
）
は
、
青
年
時

代
に
は
他
出
し
て
い
た
が
、
帰
っ
て

き
て
結
婚
し
た
。
な
お
職
業
は
、
五

男
の
工
員
（
三
菱
造
船
）
を
除
い
て
、

み
な
漁
師
で
あ
る
。
五
女
（
末
女
）
の

結
婚
は
、
昭
和
一
四
年
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

両
親
は
完
全
隠
居
の
態
勢
に
入
っ
た
。

五



占

ノ、

も
と
い
え

も
っ
と
も
そ
の
下
に
末
男
が
い
た
が
、
す
で
に
長
崎
に
出
て
お
り
、
本
家
に
は
両
親
し
か
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
本
家
は
、
四

男
が
こ
れ
を
買
い
取
っ
た
の
で
、
両
親
は
別
の
と
こ
ろ
に
隠
居
所
を
設
け
た
。
そ
し
て
ζ
の
隠
居
所
で
、
父
は
昭
和
一
八
年
、
七
四
歳
の

生
涯
を
閉
じ
た
。
が
、
母
は
そ
れ
か
ら
一
二
年
生
き
て
、
昭
和
三
九
年
、
九
一
歳
で
永
眠
し
た
。
む
ろ
ん
晩
年
は
起
居
も
不
自
由
と
な
っ

た
が
、
そ
の
面
倒
は
末
子
が
み
た
と
い
う
。
こ
の
末
子
は
、
父
四
四
歳
の
と
き
の
子
で
あ
る
。
か
れ
が
帰
郷
し
て
結
婚
し
た
の
は
、
昭
和

一
九
年
の
こ
と
な
の
で
、
父
は
そ
の
前
年
に
死
亡
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
一
一
人
の
子
ど
も
を
か
か
え
て
、
一
人
の
欠
落
者
も
な
い
世
帯

な
の
で
、
周
期
の
進
行
は
ま
ず
円
滑
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
関
係
者
の
は
な
し
だ
と
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
末
子
に
か
か
る
の
が
普
通
で

あ
る
。
だ
か
ら
当
家
で
も
、
末
子
が
親
の
面
倒
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
両
親
の
位
牌
も
末
子
の
と
こ
ろ
に
あ
る
し
、
墓
守
や
供
養
も
末
子

の
責
任
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
財
産
は
、
隠
居
分
な
し
の
四
等
分
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
長
男
は
養
子
に
出
。
た
し
、
五
男
は
よ
そ
で
暮

ら
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
人
に
は
配
分
が
な
い
。
分
与
は
、
三
男
が
分
家
し
た
こ
ろ
に
な
さ
れ
た
。
父
が
農
業
（
子
は
み
な
漁
業
）
だ

っ
た
の
で
、
田
八
畝
、
畑
八
反
、
山
林
八
反
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
四
等
分
し
た
と
い
う
。

例
11 

E
家
（
末
子
相
続
型
完
全
隠
居
）

前
例
で
は
、
両
親
が
長
命
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
周
期
が
ス
ム
ー
ス
に
進
行
し
て
、
末
子
の
跡
と
り
類
似
の
事
態
が
出
現
し
た
。
祭

記
の
責
任
者
も
、
こ
の
末
子
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
こ
の
型
に
統
一
さ
れ
る
か
、
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
本
例
が
そ
れ

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
扶
養
者
は
、
長
男
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
い
う
結
果
と
な
っ
た
の
に
は
、
ど
う
や
ら
父
の
意
思
が
強
く
働
い
て
い

る
。
少
な
く
と
も
慣
行
の
線
に
乗
っ
た
決
定
と
は
思
え
な
い
。
当
家
で
は
夫
婦
の
あ
い
だ
か
ら
、
六
男
、
五
女
が
生
ま
れ
た
が
、
こ
の
う

ち
男
女
そ
払
ぞ
れ
二
人
が
幼
死
す
る
。
長
男
は
大
阪
に
品
て
い
た
が
、
帰
郷
し
て
結
婚
、
次
い
で
三
つ
下
の
次
男
も
結
婚
し
た
の
で
、
兄

弟
同
時
に
佐
家
を
お
こ
な
っ
た
。
な
お
次
男
は
、
戸
籍
上
は
出
養
子
と
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
際
は
分
家
で
あ
る
。
三
男
は
、
オ
ジ

の
跡
と
り
養
子
に
出
て
、
四
男
（
末
子
）
は
他
出
し
た
。
な
お
三
男
、
四
男
と
も
、
郷
里
で
結
婚
し
て
、
親
と
一
年
ぐ
ら
い
同
居
し
て
い



る
。
こ
う
し
て
子
ど
も
の
始
末
が
つ
い
た
段
階
で
、
両
親
は
居
抜
き
の
ま
ま
で
隠
居
生
活
に
入
っ
た
。
し
か
し
数
年
後
母
親
の
ほ
う
が
さ

き
に
死
亡
す
る
。
そ
し
て
父
親
は
、
長
男
の
世
話
を
う
け
な
が
ら
、
単
独
隠
居
の
暮
ら
し
を
続
け
て
い
る
。
で
は
以
上
が
当
然
の
措
置
で
あ

っ
た
か
、
と
い
う
と
こ
れ
に
は
た
め
ら
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
な
る
ほ
ど
次
男
は
戸
籍
だ
け
と
は
い
っ
て
も
、
養
子
の
身
分
で
あ
る
。
三
男

は
は
っ
き
り
養
子
で
、
現
在
は
、
福
岡
県
に
住
ん
で
い
る
。
四
男
も
他
出
し
て
、
島
に
い
な
い
。
と
い
う
わ
け
で
、
長
男
を
扶
養
者
に
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
に
よ
り
も
、
当
家
で
は
財
産
を
男
子
四
人
の
あ
い
だ
で
均
分
し
て
い
る
。
回
一
枚
と
山

林
九
反
と
は
、
未
配
分
で
あ
る
が
、
畑
五
反
は
は
っ
き
り
四
等
分
し
い
る
。
隠
居
分
の
控
除
は
な
い
。
家
人
の
は
な
し
だ
と
、
こ
こ
で
は

父
の
意
思
が
一
方
的
広
働
い
て
い
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
長
男
は
大
阪
で
働
い
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
父
親
が
太
阪
ま
で
つ
い
て
く
る

と
い
う
の
で
、
や
む
な
く
帰
郷
し
て
漁
師
と
な
っ
た
。
「
父
親
に
押
し
き
ら
れ
た
」
と
長
男
は
言
っ
て
い
る
。
財
産
の
配
分
は
、
こ
れ
も
父

婚

楽

郷

家

井

婚

泊

分

三

-2 男 分家

（大14一）（戸籍薗養出）

死

婚

静岡

養出

福岡

他出

北松浦郡

死

死

死

トー5 男

（昭10一昭13)

ー5 女
（昭13一昭14)

-6 男

（昭15一昭16)

:-2 女
（大ト）

一長 男

（大11ー）

家

，一長女

；（尚一）；一｜ （大6ー）
II 
母 i
l （明31一昭41):

完全隠居

-3 女

（？） 

トー4 女

（昭4ー）

トー3 男

（昭6ー）

-4 男

（昭8ー）

奈留島キリシタンの家族分封

E 例 11

の
意
思
で
、
長
男
が
分
家
す
る
と
き
、

話
だ
け
を
つ
け
て
お
い
た
。
な
お
扶

養
の
責
任
者
は
、

い
ち
お
う
長
男
に

な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
弟
た
ち
も

こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ

せ
て
い
る
。
ま
た
先
祖
の
位
牌
は
、

長
男
家
に
移
動
す
る
こ
と
な
く
、
父

の
い
る
本
家
で
ま
つ
っ
て
い
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
す
っ
き
り
し
な
い
例

と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

さ
て
次
は
、
混
合
型
D
の
事
例
で

七



継承

婚

玉之浦

分家

家

，一長男

；（明11主昭28)i-1 （明37ー）
｜｜ 母：

1 （明14一昭39)j 

完全隠居

八

-2 男

（明42一）

-2 女婚

（昭45一昭28）船廻郷

他出

長崎

婿

長崎

婚

福岡県

あ
る

例
12 

F
家
（
混
合
型
D）

F 

一長女

（明40ー）

-3 女

（大10ー）

-4 女

（大12ー）

本
例
は
D
型
の
典
型
と
も
み
ら
れ
る
。
父
は
明
治
三
七
年
、
二
六
歳

-3 男

（大5ー）

で
結
婚
、
同
年
、
長
男
が
生
ま
れ
た
。
以
後
、

一
九
年
間
に
三
男
、
五

例 12

女
が
誕
生
、
こ
れ
ら
が
み
な
成
人
す
る
。
長
男
は
、
昭
和
一

O
年
に
結

婚
す
る
が
、
こ
の
と
き
に
は
長
女
、
次
女
は
出
嫁
し
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
両
親
は
、
し
ば
ら
く
長
男
夫
婦
と
同
居
し
た
あ
と
、
残
り
の
子
ど
も

を
連
れ
て
、
別
の
家
を
構
え
た
。
当
家
は
、
父
子
と
も
に
漁
夫
で
あ
る
。

次
男
も
漁
夫
だ
っ
た
が
、
こ
の
次
男
は
昭
和
二
二
年
に
結
婚
、
今
度

長
崎
に
出
て
お
り
、
勤
務
地
で
世
帯
を
持
っ
た
、
終
戦
の
年
の
こ
と
で
あ
る
。
次
い
で
二
二
年
、
三
女
と
四
女
と
が
そ
れ
ぞ
れ
長
崎
市
と

は
次
男
の
ほ
う
が
新
居
を
構
え
た
。
家
は
自
力
で
建
て
た
。
三
男
は
、

福
岡
県
と
に
出
嫁
し
て
、
あ
と
は
老
夫
婦
だ
け
が
残
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
父
は
六
六
歳
、
母
は
六
三
歳
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
父
は
、
六

年
後
に
居
抜
き
の
ま
ま
の
隠
居
家
で
死
亡
す
る
。
母
は
そ
れ
か
ら
一
一
年
生
き
て
、
昭
和
三
九
年
、
七
七
歳
で
他
界
す
る
が
、
隠
居
家
を

動
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
晩
年
は
、
次
男
の
嫁
が
そ
の
世
話
を
し
た
と
い
う
。
当
家
は
漁
家
な
の
で
、
財
産
ら
し
い
も
の
は
な
い
。

が
、
そ
れ
で
も
長
男
に
は
畑
一
反
、
次
男
に
は
隠
居
分
も
含
め
て
、
二
反
を
分
与
し
た
。
三
男
は
、
師
範
学
校
に
進
ま
せ
た
の
で
、
教
育

費
を
も
っ
て
分
与
に
代
え
た
。
分
与
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
封
時
に
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
当
家
の
場
合
、
こ
れ
は
予
定
の
計
画
と
い
う
感
じ

も
す
る
け
れ
ど
も
、
再
度
の
隠
居
分
家
を
繰
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
三
男
が
他
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
次
男
は
、
自
力
で

新
居
を
つ
く
っ
て
分
家
し
た
。
両
親
は
居
残
る
よ
り
ほ
か
は
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
。



そ
こ
で
終
わ
り
に
親
が
二
度
の
隠
居
分
家
を
お
こ
な
っ
た
、

例
13 

G
家
（
混
合
型
D）

つ
ま
り
D
型
と
し
て
は
異
例
の

G
家
を
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

当
家
で
は
三
男
、
四
女
が
生
ま
れ
、
こ
れ
ら
が
み
な
成
人
す
る
。
長
男
は
父
が
二
二
歳
の
と
き
の
子
で
あ
る
が
、
こ
の
長
男
が
大
正
九

年
に
結
婚
す
る
。
す
る
と
親
は
一
、
二
年
同
居
の
の
ち
、
残
り
の
子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
、
別
の
家
に
移
っ
た
。
隠
居
分
家
で
あ
る
。
次

男
は
、
大
正
一
一
年
に
結
婚
す
る
。
な
お
そ
の
か
ん
に
長
女
と
次
女
と
が
出
嫁
す
る
。
と
こ
ろ
が
親
た
ち
は
、
大
正
一
三
年
、
も
う
一
度

隠
居
分
家
を
お
こ
な
’
う
。
そ
し
て
三
女
と
末
女
と
が
出
嫁
し
た
。
し
か
し
母
は
昭
和
七
年
に
死
亡
し
て
し
ま
う
。
四
一
歳
で
あ
っ
た
。
残

っ
た
の
は
父
と
小
学
校
六
年
の
三
男
だ
け
で
あ
る
。
相
談
の
結
果
、
父
子
は
長
男
の
も
と
に
引
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
父
は
長
男
家
で

父家継承

父家継承

奈留島キリシタンの家族分封

G家

一長 男

（明30一昭46)

-2 男

（明32一昭12)

例 13

父

（明8一昭31）一
II 
母

（明11一昭7)

婚大10

樺島・佐世保

一長女

（明34一）

日
泊

3
・内

2
泊

大

昭

村

昭

婚

婚

婚

-2 女

（明35一）

-3 女

（明40一）

-4 女

（明43一）

分家

長崎市

-3 男

（大9一）

昭
和
三
一
年
、
七
六
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
三
男
は
二

O
歳
ま
で
兄
の

と
こ
ろ
に
お
り
、
そ
れ
か
ら
三
年
の
兵
役
を
済
ま
せ
て
、

い
っ
た
ん
郷

里
に
帰
り
、
そ
こ
で
結
婚
し
て
、
長
崎
の
三
菱
造
船
に
勤
め
た
。
現
在

は
帰
っ
て
、
漁
業
を
し
て
い
る
。
当
家
で
は
、
二
回
隠
居
分
家
を
繰
り

か
え
し
た
。
が
、
三
度
目
の
家
は
、
母
の
死
亡
で
解
体
、
末
子
を
と
も

な
っ
て
長
男
家
に
復
帰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
家
人
の
話
で
は
、
親
は

末
子
に
み
て
も
ら
う
は
ず
だ
っ
た
が
、
母
が
死
ん
だ
の
で
、
こ
う
し
た

結
果
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。
た
だ
こ
の
末
子
は
と
び
は
な
れ
て
遅
く

生
ま
れ
た
。
す
な
わ
ち
父
四
五
歳
の
と
き
の
子
ど
も
で
あ
る
。
跡
と
り

と
し
て
は
、

い
さ
さ
か
遅
き
に
失
す
る
。
そ
れ
は
別
と
し
て
も
、
い
っ

た
ん
独
立
さ
せ
た
長
男
の
も
と
に
戻
る
の
は
、
父
親
と
し
て
、
お
そ
ら

九
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く
本
意
で
は
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

八

家
族
規
模
と
家
族
周
期

そ
こ
で
前
節
の
諸
事
例
か
ら
す
る
と
、
家
族
集
団
の
内
部
構
造
が
な
に

ほ
ど
か
分
封
の
姿
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
く
る
と
い
っ
て
。

そ
の
詳
細
な
分
析
は
、
わ
れ
わ
れ
の
能
力
を
出
る
問
題
で
あ
る
。
と
い
う

わ
け
で
こ
こ
で
は
、
家
族
規
模
と
家
族
周
期
の
二
点
に
か
ぎ
っ
て
、
そ
の

結
果
を
し
め
す
こ
と
に
し
た
い
。
い
ず
れ
も
計
数
措
置
に
耐
え
る
項
目
で

あ
る
。

で
あ
る
。
な
お
前
者
は
、
死
亡
者
を
除
い
た
対
象
家
族
の
自
然
的
最
大
規
模
、
後
者
は
長
男
結
婚
時
に
お
け
る
対
象
家
族
の
同
居
者
数
を
あ

は
じ
め
に
家
族
規
模
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
表

mお
よ
び
表
お
の
と
お
り

ら
わ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
後
者
で
は
、
当
時
、
結
婚
・
就
職
等
に
よ
っ
て
他
出
し
た
者
は
除
か
れ
る
。
と
こ
ろ
で
両
表
を
通
じ
て
、
子

ど
も
の
多
い
点
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
幼
時
の
死
亡
者
は
は
じ
め
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
の
で
、
出
生
は
お
そ
ら

4
八
人
を
う

わ
回
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
と
く
に
末
子
相
続
型
と
混
合
型
D
と
に
お
い
て
は
、
七
人
半
ほ
ど
が
成
人
し
た
。
し
た
が
っ
て
家
族
規
模

も
、
こ
の
両
者
の
最
大
規
模
は
一

O
人
近
い
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
に
く
ら
べ
て
、
長
子
相
続
型
は
、
子
ど
も
の
数
、
し
た
が
っ

て
家
族
規
模
も
二
人
程
度
低
下
す
る
。
要
す
る
に
多
子
家
庭
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
長
子
相
続
型
と
他
の
二
型
と
の
あ
い
だ
に
は
、
有
意

と
も
思
わ
れ
る
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
と
と
も
に
末
子
相
続
型
と
D
型
と
の
類
似
が
注
目
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
分
封
に
関
係
し
て

く
る
の
は
男
子
だ
け
な
の
で
、
表
忽
に
よ
っ
て
こ
れ
を
み
る
と
、
長
子
相
続
型
二
・
六
人
、
末
子
相
続
型
四
・
二
人
、
混
合
型
D
四
・
一
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表 24 家族周期

｜結婚｜初子判長男生｜室調末男生｜末子生｜長男婚｜言語｜末男副死

長子相続型I23. 81 26. 41 28. 81 28.創 34. 41 40. 81 53.則53.51 I 

末子相続型I25. 21 25.訓 21.ol 33.剖 43.ol 45. 51 49. 41 54. 11 I 

混合型 DI 23. 2¥ 24.到 28.5¥ 32.引 43.創≪.8¥ 53. 8¥ 57. 1¥ I 

利払1j 2吋 2吋 32.1j 41. 71 44・41 5z. oj 55. 61 品 2j 70.1 平

人
で
、
こ
こ
で
も
長
子
型
に
お
け
る
生
存
男
子
が
相
対
的
に
少
な
い
。
さ
ら
に
表
却
に
よ
っ
て
、
長
男
結

婚
時
の
同
居
男
子
数
を
み
る
と
、
長
子
相
続
型
一
・
一
一
一
人
、
末
子
相
続
型
三
・
四
人
、

D
型
三
・
五
人
と
、

長
子
相
続
型
と
他
の
二
型
と
の
差
が
さ
ら
に
聞
い
て
く
る
。
わ
れ
わ
れ
の
セ
ッ
ト
で
は
、
ひ
と
り
子
の
例

は
、
こ
れ
か
ら
省
い
た
。
け
れ
ど
も
一
・
三
人
と
い
う
長
子
相
続
型
は
、
こ
の
平
均
値
か
ら
す
る
と
、
実

質
ひ
と
り
子
の
事
例
に
近
い
。

か
か
り
子
に
な
る
、
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
け
れ
ど
も
こ
の
他
出
中
の
次
三
男
の
数
は
、
表
詑

な
る
ほ
ど
長
男
結
婚
時
、

他
出
中
の
次
三
男
が
そ
の
後
、

戻
っ
て
き
て

の
数
値
か
ら
す
れ
ば
、

一
・
三
人
に
す
ぎ
な
い
。
可
能
性
は
あ
っ
て
も
、
低
い
も
の
と
し
な
く
て
は
な
ら

同民、。

φ
U
H
1

‘しWた
だ
こ
の
両
表
か
ら
は
、
末
子
相
続
型
と
D
型
の
分
岐
点
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
家
族

周
期
の
ほ
う
で
、
な
に
か
発
見
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
表
叫
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
本
表
で
は
、
母
の
死

亡
年
齢
を
除
い
て
、
他
は
父
の
年
齢
を
基
準
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
全
セ
ッ
ト
の
周
期
の
展
開
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
記
述
的
に
表
現
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
父
親
は
、
二
四
歳
で
結
婚
し
て
、

二
五
歳
で
初
子
が
生
ま
れ
る
。
し
か
し
長
男
だ
け
を
区
別
す
れ
ば
、
こ
れ
は
二
八
歳
の
と
き
と
な
る
。
ま

た
最
終
の
扶
養
者
は
、
全
セ
ッ
ト
で
は
欠
く
事
例
も
出
て
く
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
三
二
歳
の
と
き
に
生

ま
れ
た
。
そ
し
て
末
男
の
出
生
は
四
二
歳
、
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
末
子
の
出
生
は
、
四
四
歳
の
と
き
と
な

る
。
し
た
が
っ
て
母
の
姫
苧
期
間
は
、

一
九
年
の
長
き
に
及
ん
で
い
る
。
次
に
子
ど
も
の
結
婚
は
、
男
子

だ
け
を
と
る
と
、
長
男
は
父
五
二
歳
、
扶
養
者
は
五
六
歳
、
末
男
は
六
五
歳
の
と
き
で
あ
る
。
そ
し
て
父

は
六
四
歳
で
死
亡
し
て
、
母
は
七

O
歳
ま
で
生
き
る
。
夫
婦
の
年
齢
差
を
考
慮
す
れ
ば
、
母
は
父
の
死
亡

後
八
、
九
年
の
あ
い
だ
寡
婦
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
な
お
本
表
に
よ
る
か
ぎ
り
、
父
は
末

四



四

男
は
も
ち
ろ
ん
、
末
子
の
結
婚
も
見
ず
に
他
界
し
た
。
思
え
ば
末
男
を
四
一
歳
、
末
子
を
四
四
歳
で
持
ち
、
当
人
は
六
三
歳
で
死
亡
し
た

の
で
、
こ
れ
は
半
ば
当
然
と
も
言
え
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
死
亡
年
齢
は
、
全
セ
ッ
ト
の
過
半
が
父
存
命
中
な
の
で
、
実
は
正
確
な

も
の
で
は
な
い
。

次
に
こ
れ
を
分
封
型
別
に
な
が
め
て
み
た
い
。
け
れ
ど
も
こ
こ
で
は
大
差
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
ず
結
婚
・
初
子
・
長
男
の

出
生
に
つ
い
て
は
、
だ
い
た
い
足
並
み
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。
扶
養
者
の
出
生
は
、
長
子
型
は
長
男
が
そ
の
ま
ま
扶
養
者
に
な
っ
た
の
で
、

四
歳
ほ
ど
の
差
を
記
録
し
て
い
る
。
が
、
他
の
二
型
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
最
大
の
差
異
は
、
長
子
型
に
お
け
る
末
男
・
末

子
の
出
生
に
現
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
前
者
は
、
父
三
四
歳
、
後
者
は
父
四

O
歳
の
と
き
と
な
っ
て
、
前
者
で
は
他
の
二
型
に
く
ら
べ
て
九

年
ほ
ど
の
短
縮
、
後
者
で
は
四
年
な
い
し
五
年
の
短
縮
と
な
っ
て
く
る
。
こ
う
し
て
長
子
型
の
姫
苧
期
間
は
、

り
わ
け
男
子
だ
け
に
注
目
す
る
と
、
六
年
足
ら
ず
の
あ
い
だ
に
生
み
お
え
た
。
こ
の
あ
た
り
、
子
ど
も
の
少
な
か
っ
た
こ
と
の
原
因
と
考

一
四
年
ほ
ど
に
な
り
、
と

え
ら
れ
る
。
し
か
し
末
子
型
と
D
型
と
の
あ
い
だ
に
は
、
そ
う
大
き
な
差
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
末
男
・
末
子
の
出
生
も
、
ほ
と

ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
長
男
の
結
婚
に
お
い
て
、
末
子
型
（
四
九
・
四
歳
）
と
D
型
（
五
三
・
八
歳
）
と
が
四
歳
ほ
ど
聞
い
て
く
る
。

と
と
も
に
D
型
の
そ
れ
は
、
長
子
型
（
五
三
・
五
歳
）
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
で
は
こ
う
し
た
差
異
と
類
似
と
に
、
ど
の
よ
う
な
意

味
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
長
子
型
と
D
型
と
で
は
、
長
男
に
本
家
を
与
え
た
。
け
れ
ど
も
D
型
で
は
、
長
男
夫
婦
を
残
し
て
、

他
の
世
帯
員
が
別
の
家
に
移
動
し
た
。
つ
ま
り
家
族
集
団
の
核
分
裂
で
あ
っ
て
、
長
男
に
本
家
を
与
え
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
両
型
を

同
一
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
四
九
歳
な
ら
末
子
型
、
五
四
歳
な
ら
D
型
と
、
長
男
結
婚
時
の
父
の
年
齢
に
な
に
か
意
味
が
あ

る
で
あ
ろ
う
か
。
家
族
規
模
は
、
両
者
と
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
な
の
で
、
こ
の
年
齢
差
の
意
味
は
、
お
そ
ら
く
親
の
労
働
力
の
点
に
求
め
ら

れ
る
。
し
か
し
両
者
と
も
家
族
の
核
化
と
い
う
点
で
は
同
一
な
の
で
、
労
働
力
の
差
異
が
両
者
の
分
岐
点
に
作
用
し
て
き
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
混
合
型
D
で
は
、
長
男
に
本
家
を
与
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
男
の
分
封
は
末
子
型
に
転
じ
た
。
で
は
周
期
の
点
で
、
長



男
・
次
男
の
あ
い
だ
に
な
に
か
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
試
ろ
み
に
諸
男
子
の
あ
い
だ
の
年
齢
差
を
算
定
す
る
と
、
表
お
の

ょ
う
で
あ
る
。
介
在
す
る
女
子
を
除
い
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
あ
り
の
ま
ま
の
年
齢
差
で
は
な
い
。
が
、

一
見
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
長

男
・
次
男
の
年
齢
差
が
格
別
接
近
し
て
い
る
と
か
、
格
別
離
れ
て
い
る
と
か
、
そ
う
し
た
特
徴
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
末
子

相
続
型
と
較
べ
て
も
、
べ
つ
に
特
徴
ら
し
い
も
の
は
な
い
。
全
体
と
し
て
男
子
の
年
齢
差
は
、
ま
ず
ス
ム
ー
ス
な
流
れ
を
し
め
し
て
い
る

と
い
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
か
つ
て
育
砂
ケ
浦
の
調
査
に
お
い
て
、
末
子
相
続
型
と
隠
居
分
家
型
と
の
あ
い
だ
に
、
こ
の
年
齢
差
の
点
で
や

や
有
意
と
思
わ
れ
る
差
異
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
け
れ
ど
も
今
回
は
、
そ
の
確
認
が
で
き
な
い
。
で
は
D
型
の
場
合
、
次
男
の
他
出

態
は
、
傾
向
が
D
型
一
を
呼
び
こ
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
人
が
島
を
去
れ
ば
、
そ
の
分
封
形
め
る
こ
と

D
型
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
表
却
に
よ
る
か
ぎ
り
、

D
型
の
次
男
に
特
別
い
ち
じ
る
し
い
他
出
傾
向
を
認
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は
で
き
な
い
。
ま
た
末
子
型
と
比
較
し
て
も
、
差
異
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
両
者
の

類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
家
族
周
期
の
展
開
、
次
男
の
他
出
傾
向
、

こ
の
双
方
か
ら
し
て
、
隠
居
分
家
型
が
D
型
に
変
化
し
た
湾
由
や
原
因
を
発
見
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

九

財
産
の
分
与

と
こ
ろ
で
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
財
産
の
分
与
が
そ
れ
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
当
地
で
は
隠
居
慣
行
が
さ
か
ん
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
隠
居

分
の
控
除
は
、
か
な
ら
ず
し
も
慣
行
化
さ
れ
て
い
な
い
。
働
け
る
あ
い
だ
は
、
独
立

隠
居
の
姿
勢
を
貫
く
け
れ
ど
も
、

い
よ
い
よ
の
と
き
に
は
ど
の
子
ど
も
か
の
世
話
に

四



財産の分与

一 括 均 分 不均分｜未配分｜ 言十

長子相続型 3(60. O) 2(40. 0) 5(100. 0) 

末子相続Jl 1(7. 7) 5(38. 5) 3(23-1) 4(30. 8) 13(100.0) 

混合型 D., 6(46・2) 4(30.8) 3(23-1) 13(100.0) 

4(12. 9) 11(35. 3) 9(29. 0) 7(22・6)1 31(100. O) 

褒 27

四
四

な
る
。
こ
の
た
め
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
な
お
判
然
と
し
な
い
。
隠
居
分
を
持
参
し
て
世
話

に
な
る
ほ
う
が
、

ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
今
回
の
調
査
で
は
、
六
例
に
は

っ
き
り
隠
居
分
の
控
除
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
こ
の
よ
う
に
隠
居
分
に
つ
い
て
は
、
不
明
の
点
を
残
す

け
れ
ど
も
、
た
だ
諸
子
へ
の
財
産
の
分
与
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
い
ま
そ

の
総
覧
を
し
め
す
と
、
表
幻
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
従
来
の
手
法
に
し
た
が
っ
て
、

財
産
に
は
土
地
だ
け
を
と
り
あ
げ
た
が
、
こ
れ
で
不
充
分
な
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
未
配
分
の
七
例
を
含
む
け
れ
ど
も
、
均
分
が
三
五
%
で
、
相
対
的
に
優

位
を
占
め
る
。
そ
し
て
不
均
分
（
二
九
%
）
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
一
括
相
続
と
い
う
の
は
一
二
%
に
す
ぎ
な
い
。

つ
ぎ
に
分
封
別
の
内
訳
で
は
、
ま
ず
長
子
型
が
全
体
の
傾
向
か
ら
逸
脱
し
て
、

一
括
（
六
O
%
）
と
不
均

分
（
四
O
%
）
と
に
分
裂
し
て
、
均
分
と
い
う
の
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
末
子
型
と
D
型
と
は
、

全
体
傾
向
へ
の
接
近
が
い
ち
じ
る
し
い
。
な
お
本
表
の
不
均
分
は
、
い
ま
述
べ
た
よ
う
に
土
地
配
分
に
お

け
る
不
均
分
で
あ
る
。
し
か
し
代
わ
り
に
学
校
に
や
っ
た
り
、
金
で
分
与
し
た
り
し
た
例
も
あ
っ
て
、
こ

れ
ら
を
加
え
る
と
実
質
的
に
は
均
分
に
接
近
し
て
く
る
。
そ
れ
か
ら
長
子
型
に
集
中
し
た
一
括
相
続
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
具
体
的
に
は
次
の
三
例
で
あ
る
。

←→ 

長
男
の
結
婚
時
、
両
親
は
す
で
に
死
亡
し
て
い
た
が
、
祖
父
母
が
残
っ
て
い
た
の
で
、
以
母
に
こ

の
祖
父
母
の
面
倒
を
依
頼
し
た
。
代
わ
り
に
財
産
は
全
部
こ
の
叔
母
に
渡
し
た
。

にJ

弟
が
他
出
し
て
、
そ
の
と
き
の
支
度
金
と
し
て
若
干
を
や
っ
て
、
長
男
が
残
り
を
一
括
相
続
し
た
。

し
か
し
代
わ
り
に
親
の
借
金
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

お
の
ず
か
ら
長
男
の
一
括
相
続
と
な
っ
た
。

tヨ

弟
が
智
に
出
た
の
で
、



い
ず
れ
も
意
図
的
な
一
括
相
続
と
は
思
え
な
い
。
言
い
か
え
れ
ば
、
長
子
家
督
と
結
び
つ
く
と
こ
ろ
の
長
子
の
単
独
相
続
で
は
な
い
。

ま
た
末
子
型
に
登
場
し
て
き
た
一
例
は
、
弟
が
結
婚
前
に
他
出
し
て
、
以
来
、
行
方
不
明
と
い
う
わ
け
で
、
こ
れ
も
意
図
的
な
一
括
相
続

で
は
な
い
。
要
す
る
に
分
与
の
精
神
は
、
お
そ
ら
く
諸
子
均
分
に
置
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
が
諸
般
の
事
情
に
よ
っ
て
、

一
括
や

不
均
分
の
方
向
に
若
干
の
偏
向
を
し
め
す
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
を
多
少
で
も
例
証
す
る
も
の
と
し
て
、

各
分
封
型
か
ら
一
例
ず
つ
を
引
く
こ
と
に
し
た
。

例
14 

R
家
（
長
子
相
続
型
）

五
節
の

R
家
で
あ
る
。
三
男
、
六
女
が
生
ま
れ
る
が
、
長
女
と
末
男
と
は
死
亡
す
る
。
次
女
は
村
内
の

T
家
の
養
女
に
出
て
、
他
の
女

子
は
い
ず
れ
も
出
嫁
し
た
。
男
は
結
局
、
二
人
だ
け
で
あ
る
が
、
次
男
は
実
は
身
障
者
で
あ
る
。
そ
こ
で
親
が
家
を
つ
く
り
、
嫁
を
迎
え
て

死

奈留島キリシタンの家族分会I

R家

ー長女

（明41一大11)

例 14

父

（明19一昭48）一一→
II 
母

（明20一昭47)
続

家

女

婚

山

婚

浦

婚

江

死

相

分

養

松

之

福

相

一長 男

（明44ー）

-3 男

（昭4一昭4)

-2 男

（大4一）

-3 女

（大9ー）

,-4 女

（大12一）

-5 女

（大15ー）

-2 女

（大7一）

婚

大阪

-6 女

（昭8一）

ゃ
っ
た
が
、
五
年
後
に
嫁
は
実
家
に
帰
っ
た
。
以
来
、

次
男
家
に
は
本
家
が
経
済
的
な
援
助
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
長
男
は
二
四
歳
で
結
婚
し
た
が
、
両
親
と
同

居
し
て
、
両
親
も
こ
の
本
家
で
生
涯
を
閉
じ
た
。
当

家
は
父
子
と
も
に
漁
業
な
の
で
、
宅
地
を
除
い
て
は
、

畑
一
・
一
一
一
反
、
山
林
一
反
し
か
な
い
。
こ
れ
を
長
男

0
・
八
反
、
次
男
0
・
五
反
に
分
配
し
て
、
山
林
は

そ
の
ま
ま
長
男
に
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

親
子
の
相
談
で
決
ま
っ
た
が
、
し
か
し
ず
っ
と
弟
の

世
話
を
す
る
と
な
る
と
、
長
男
の
取
分
は
け
っ
し
て

四
五



四
六

家

家

内

早

出

阪

分

分

婚

島

婚

諌

他

大

死

婚

島内

婚

鹿児島

婚

島内

婚

西彼杵

他出

小倉

多
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

例
15 

H
家
（
末
子
相
続
型
）

-2 男

（明41ー）

一長女

（明43一死）

-3 男

（大4ー）

-4 男

（大7一昭19)

て
長
男
は
、
父
一
一
一
歳
の
と
き
の
子
で

五
男
、
六
女
が
誕
生
す
る
が
、
こ
の

-4 女

（大11ー）

ー5 女
（大14ー）

-6 女

（昭2ー）

H家

「長男

；（明義一）；一｜ （明39ー）
II 母：

：（明20ー）：

完全隠居（昭32)

再隠居（昭48)

ワ
シ
の
加
工
を
営
む
こ
と
に
な
る
。
長

-5 男

（昭5一）

-2 女

（大2一）

-3 女

（大9ー）

う
ち
四
男
は
結
婚
の
翌
年
、
死
亡
し
て

し
ま
う
。
女
子
は
み
な
出
嫁
し
た
。
さ

例 15

あ
る
が
、
結
婚
の
当
時
は
、
大
阪
に
出

て
い
た
。
が
、
帰
っ
て
き
て
、
弟
と
イ

男
は
親
と
の
同
居
一
年
後
に
分
家
し
た
。

両
毅
が
ま
え
に
住
ん
で
い
た
宅
地
が
空
い
て
い
た
の
で
、
そ
こ
に
父
が
新
居
を
つ
く
っ
て
、
長
男
夫
婦
が
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
次
男
は
、

長
男
の
二
つ
年
下
で
あ
る
。
か
れ
は
兄
に
遅
れ
る
こ
と
五
年
、
二
四
歳
の
と
き
に
結
婚
し
て
、
今
度
は
親
と
の
同
居
が
一

0
年
聞
に
及
ん

だ
。
そ
し
て
近
く
に
分
家
し
た
。
察
す
る
に
こ
の
多
子
家
庭
で
は
、
子
ど
も
の
分
封
が
急
が
れ
る
。
長
男
の
結
婚
時
、
父
親
は
ま
だ
四
二

歳
で
あ
る
。
事
実
、
末
女
と
末
男
と
は
、
長
男
が
結
婚
し
た
後
生
ま
れ
た
。
た
だ
三
男
は
大
阪
に
出
て
お
り
、
四
男
は
次
男
と
は
九
歳
も

聞
い
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
次
男
の
分
家
が
遅
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
四
男
は
、
昭
和
一
八
年
に
結
婚
す
る
が
、
当
時
、
残
っ
て
い

る
弟
妹
は
四
人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
四
男
は
、
分
家
し
な
い
ま
ま
そ
の
翌
年
に
死
亡
す
る
。
妹
の
三
人
は
、
そ
の
後
出
嫁
し
て
、
残

っ
て
い
る
の
は
五
男
の
末
子
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
か
れ
は
父
四
五
歳
の
と
き
の
子
ど
も
で
あ
る
。
こ
れ
が
昭
和
一
ニ

O
年
、
三

O
歳

で
結
婚
す
る
が
、

小
倉
に
転
出
し
た
。

こ
う
し
て
両
親
は
、

居
披
き
の
ま
ま
で
完
全
隠
居
の
生
活
に
入
る
こ

二
年
ほ
ど
同
居
の
あ
と
、



と
に
な
る
。
当
時
、
父
七
二
歳
、
母
七

O
歳
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
当
家
の
財
産
分
け
で
あ
る
。
畑
・
山
林
あ
わ
せ
て
八
反
あ
っ
た
の
を
、

こ
こ
で
は
長
男
と
次
男
と
で
均
分
し
た
。
隠
居
分
の
控
除
は
な
い
。
ま
た
三
男
と
五
男
と
は
他
出
し
た
の
で
、
こ
れ
に
対
す
る
分
与
は
な

い
。
な
お
婚
後
死
亡
し
た
四
男
に
は
一
子
が
残
っ
た
（
母
は
そ
の
後
、
再
婚
）
。
こ
れ
に
は
、
次
男
が
の
ち
に
新
居
を
つ
く
っ
た
の
で
、
旧

宅
の
ほ
う
を
与
え
た
が
、
こ
の
遺
子
も
死
亡
し
た
の
で
、
す
べ
て
に
決
着
が
つ
い
た
。
と
こ
ろ
で
当
家
の
場
合
、
跡
と
り
は
だ
れ
か
と
い

う
と
、
そ
れ
は
次
男
で
あ
る
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
次
男
夫
婦
と
の
同
居
は
、
一

O
年
に
及
ん
だ
し
、
ま
た
分
家
地
点
も
本
家
に
近
接
し
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
昭
和
四
八
年
、
両
親
は
隠
居
家
を
た
た
ん
で
、
次
男
家
に
移
り
住
ん
だ
叫
当
地
で
は
珍
し
い
夫
婦
そ
ろ
っ
て
の
選
択
式

の
再
隠
居
で
あ
る
。
先
祖
の
位
牌
も
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
次
男
家
に
移
っ
て
い
る
。

例
16 

－
家
（
混
合
型
D）

二
男
、
六
女
が
生
ま
れ
る
が
、
次
女
は
幼
死
す
る
。
な
お
上
三
人
が
娘
だ
っ
た
の
で
、
長
男
の
で
き
た
の
は
、
婚
後
七
年
の
こ
と
に
な

奈留島キリシタンの家族分封

る
。
た
だ
早
婚
だ
っ
た
の
で
、
長
男
出
生
時
、
父
は
二
八
歳
で
あ
っ
た
。
長
男
は
父
と
イ
ワ
シ
の
加
工
を
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
二
年
、

二
三
歳
で
結
婚
す
る
。
そ
し
て
二
年
同
居
の
後
、
親
と
残
り
の
子
ど
も
と
が
別
宅
に
移
っ
た
。
当
時
、
次
男
は
大
阪
に
出
て
お
り
、
王
女

と
六
女
（
末
女
）
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
阪
と
広
島
と
に
出
嫁
し
た
の
こ
う
し
て
両
親
は
居
抜
き
の
ま
ま
で
隠
居
の
身
分
と
な
っ
た
。
父
六

二
歳
、
母
六
一
歳
の
と
き
で
あ
り
、
こ
の
両
親
は
ま
だ
存
命
中
で
あ
る
。
な
お
長
男
は
数
年
前
、
広
島
に
出
た
の
で
、
そ
の
あ
と
に
次
男

夫
婦
が
入
っ
た
。
し
た
が
っ
て
次
男
は
、
形
の
う
え
で
は
分
家
で
あ
る
が
、
新
居
の
必
要
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
財
産
分
け
は
、
畑

四
反
を
長
男
と
次
男
と
で
均
分
し
た
。
別
に
宅
地
が
一

O
O坪
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
二
人
に
分
け
て
や
る
つ
も
り
だ
と
い
う
。
父
は

現
在
、
石
油
店
に
勤
め
て
お
り
、
生
活
の
点
で
は
問
題
は
な
い
。
し
か
し
将
来
、
看
て
も
ら
う
と
す
れ
ば
、
長
男
と
次
男
の
ど
ち
ら
か
と

き
く
と
、
こ
れ
は
決
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
父
と
し
て
は
次
男
家
を
希
望
し
て
い
る
が
、
次
男
の
嫁
は
熊
本
の
人
、
長
男
の
嫁
は
土
地

の
生
ま
れ
で
あ
る
。
こ
れ
が
決
断
を
遅
ら
せ
て
い
る
理
由
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

四
七



内

婚

島

死

I家

1一長女

父 i一一｜ （昭2ー）l （明3与一）： I 

母 i
: （明40ー）：

ヂ隠居
昭43)

-2 女

（昭5一昭5)

婚

福江

父家継承

のち他出（広島）

婚

北松浦郡

分家

婚

大阪

婚

広島

四
八

。
結
び
に
代
え
て

例 16

-3 女

（昭7ー）

一長 男

（昭9ー）

-4 女

（昭13ー）

1-2 男
（昭1ト）

1-s 女
（昭17ー）

」6 女

（昭mー）

以
上
で
い
ち
お
う
の
分
析
を
終
わ
っ
た
。
も
と
も
と
今
回
の

調
査
は
、
五
島
列
島
の
キ
リ
ス
ト
教
系
家
族
の
実
態
を
あ
き
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る
、
そ
の
一
環
と
し
て
着
手
し
た
。
し
た
が

っ
て
分
析
の
手
法
も
、
あ
え
て
一
貫
し
た
フ
ォ
ー
ム
を
採
用
し

た
が
、
こ
れ
は
の
ち
の
比
較
に
備
え
て
の
措
置
で
あ
っ
た
。
た

だ
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
調
査
に
当
た
っ
て
、
本
島
の
キ
リ
シ
タ

ン
が
他
処
と
ち
が
っ
て
、
少
数
集
団
で
な
い
と
い
う
特
徴
に
注

目
し
た
。
外
的
権
力
の
介
入
が
な
い
か
ぎ
り
、
地
域
の
慣
行
の

維
持
は
、
当
該
集
団
の
規
模
に
も
と
づ
く
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
相
互
支
持
の
力
が
強
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
島
の
キ
リ
シ

タ
ン
の
場
合
、
も
し
内
的
な
自
己
変
容
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
旧
慣
の
維
持
が
、
他
に
く
ら
べ
て
助
長
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う

に
考
え
て
み
た
。
こ
う
し
て
古
老
に
た
ず
ね
、
明
治
初
年
の
戸
籍
や
初
期
の
除
籍
簿
に
も
当
た
っ
て
み
た
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
戸
籍
面

の
「
長
子
家
督
」
が
不
実
な
こ
と
は
確
認
さ
れ
た
。
が
、
な
お
末
子
相
続
と
隠
居
分
家
と
い
う
家
族
分
封
の
二
形
態
に
つ
い
て
、
そ
の
前

後
関
係
の
手
が
か
り
を
う
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
現
世
帯
主
を
中
心
と
し
た
計
数
措
置
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
は
不
明
瞭
の
ま

ま
に
残
さ
れ
た
。
ま
た
こ
こ
で
は
意
外
な
事
実
が
現
わ
れ
た
。
隠
居
分
家
方
式
が
全
数
、
そ
の
変
形
で
あ
る
混
合
型
D
と
な
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
家
族
周
期
の
展
開
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
が
、
つ
い
に
解
明
の
緒
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ



古
老
か
ら
は
か
つ
て
も
裕
福
な
家
で
は
、
長
男
を
分
家
さ
せ
る
、
す
な
わ
ち
末
子
相
続
式
の
分
封
を
お
こ
な
っ
た
、
と
の
発
言
を
え
た
。

そ
こ
で
こ
れ
に
ヒ
ン
ト
を
え
て
、
わ
れ
わ
れ
は
最
近
の
ま
き
網
漁
の
好
況
に
も
と
づ
く
漁
家
経
済
の
上
昇
に
注
目
し
て
み
た
。
あ
わ
せ
て

島
外
流
出
の
事
実
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
分
析
を
試
み
て
み
た
。
す
な
わ
ち
こ
の
二
つ
の
事
実
が
D
型
を
プ
ロ
モ
ー
ト
し
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
推
定
し
て
み
た
。
そ
こ
で
説
得
力
を
欠
く
資
料
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
も
し
こ
の
推
定
が
多
少
で
も
当
た
っ
て
い
た

と
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
長
子
家
督
」
と
い
う
国
家
権
力
の
介
入
に
対
し
て
は
、
戸
籍
面
に
お
け
る
不

実
記
載
と
い
う
手
段
で
、
こ
れ
へ
の
抵
抗
の
姿
勢
を
し
め
し
た
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
実
態
と
し
て
の
長
子
相
続
は
、
少
数
事
例
に
と
ど
ま

っ
た
し
、
ま
た
こ
の
少
数
事
例
自
体
、
家
庭
内
の
諸
事
情
に
よ
る
、
い
わ
ば
や
む
を
え
な
い
長
子
相
続
と
い
う
色
彩
を
濃
厚
に
し
て
い
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
外
部
に
お
け
る
労
働
市
場
の
拡
幅
は
、
伝
統
的
な
隠
居
分
家
の
方
式
に
、
変
容
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
島
外
へ
の
分
封
で
あ
る
。
こ
の
分
封
を
「
分
家
」
と
言
う
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
っ
て
も
、
形
の
う
え
で
は
末
子
相
続
の
増
加
と
な
っ
て

く
る
。
さ
ら
に
内
部
的
に
は
、
漁
家
経
済
の
好
転
が
、
下
世
話
で
い
う
「
女
房
と
タ
タ
ミ
」
の
た
と
え
の
よ
う
に
、
新
婚
夫
婦
に
マ
イ
ホ

ー
ム
を
与
え
る
風
潮
を
う
な
が
す
こ
と
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
さ
き
ほ
ど
、
「
も
し
内
的
な
自
己
変
容
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
」
、
「
旧

奈留島キ日シタンの家族分封

慣
の
維
持
が
助
長
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
い
た
。
し
か
し
こ
の
仮
定
は
、
実
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
ま
た
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
旧
償
に
も

変
容
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
島
の
漁
業
の
大
要
と
、
島
民
経
済
の
伸
び
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
数
的
な
指
標
を
挙
げ
て
お
い
た
が
、
も
と
も
と
ま
き
網
漁
業
は
、

こ
ん
に
ち
で
も
そ
う
大
規
模
な
業
体
を
な
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
ょ
せ
ん
午
後
出
て
朝
方
帰
る
、
と
い
う
行
動
範
囲
を
出
る
も
の
で

は
な
い
。
五
、
六
般
の
小
型
船
が
船
団
を
組
み
、
こ
れ
に
は
六

O
人
ぐ
ら
い
が
乗
込
む
。
漁
場
は
遠
い
と
こ
ろ
で
も
、
四
時
間
ぐ
ら
い
の

航
程
に
す
ぎ
な
い
。
漁
夫
の
給
与
は
、
歩
合
制
を
柱
と
し
て
、
こ
れ
に
最
低
賃
金
制
を
加
え
る
。
水
揚
高
か
ら
網
元
が
必
要
経
費
を
差
し

引
い
て
、
残
り
を
網
元
三
分
、
漁
夫
七
分
の
割
合
で
分
け
る
。
最
低
賃
金
は
、
月
六
万
五
千
円
で
、
こ
れ
は
中
卒
で
雇
わ
れ
た
者
に
適
用

さ
れ
る
。
こ
れ
が
一
年
続
い
て
、
二
年
目
か
ら
は
一
合
、
ニ
合
と
い
う
よ
う
に
少
し
ず
つ
あ
が
る
。
別
に
役
職
手
当
が
つ
く
が
、
こ
の
役

四
九



五
0 

職
は
、
上
か
ら
漁
世
間
長
・
船
頭
・
船
長
・
機
関
長
の
順
と
な
る
。
漁
携
長
ク
ラ
ス
の
手
取
は
、
納
屋
（
網
組
）
に
よ
っ
て
ち
が
う
け
れ
ど

も
、
ニ

O
万
か
ら
二
五
万
円
ほ
ど
に
な
る
。
も
っ
と
も
昨
年
の
実
績
で
は
、
漁
携
長
で
年
九

O
O万
円
と
い
う
例
も
あ
っ
た
と
い
う
。
た

だ
ま
き
網
漁
に
は
、
か
な
り
の
労
働
力
が
要
る
の
で
、
六
O
歳
が
限
度
と
さ
れ
、
以
後
は
一
本
づ
り
を
中
心
に
、
ハ
マ
チ
の
養
殖
、
定
置

網
の
雇
わ
れ
漁
夫
な
ど
に
転
ず
る
。
そ
れ
で
こ
う
し
た
漁
況
を
反
映
し
て
、
若
年
人
口
の
流
出
も
、
そ
う
破
局
的
で
は
な
い
。
と
く
に
男

子
の
歩
ど
ま
り
は
か
な
り
高
い
。

と
こ
ろ
で
こ
の
島
の
キ
リ
シ
タ

γ
家
族
の
場
合
、
第
二
の
特
徴
と
し
て
浮
か
び
あ
eか
つ
て
く
る
の
は
、
隠
居
慣
行
の
盛
行
、
と
く
に
完

全
隠
居
の
姿
勢
に
徹
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
子
ど
も
の
分
封
を
み
な
済
ま
せ
る
と
、
老
夫
婦
だ
け
の
隠
居
生
活
に
入
る
。
別

居
・
別
財
・
別
カ
マ
ド
の
完
全
隠
居
で
あ
る
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
の
と
き
に
は
、
子
ど
も
の
世
話
に
な
る
に
し
て
も
、
独
立
の
姿
勢
は
き

わ
め
て
固
く
、
最
後
ま
で
隠
居
世
帯
を
張
り
と
お
す
例
も
出
て
く
る
。
そ
し
て
こ
の
場
合
に
は
、
相
続
と
か
扶
養
と
か
、
世
代
の
継
起
の

さ
い
に
現
わ
れ
る
現
象
も
、
そ
の
存
荏
が
き
わ
め
て
う
す
い
。
そ
れ
は
か
え
っ
て
欧
米
流
の
近
代
家
族
を
思
わ
せ
る
。
す
な
わ
ち
出
自
家

狭
は
一
代
で
解
体
し
て
、
直
系
家
族
は
つ
い
に
形
成
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
と
類
似
の
慣
行
は
、
べ
つ
に
奈
留
島
の
キ

リ
シ
タ
ン
家
族
だ
け
で
は
な
い
。
大
節
で
も
触
れ
て
お
い
た
が
、
隠
居
制
家
族
、
父
子
異
居
制
、
世
代
別
居
制
、
復
世
帯
制
家
族
等
、
そ

の
呼
び
方
は
さ
ま
ざ
ま
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
報
告
例
は
二
、
三
に
と
と
ど
ま
ら
な
い
。
い
ま
は
そ
の
引
用
を
避
け
る
け
れ
ど
も
、

次
に
挙
げ
る
有
吉
佐
和
子
さ
ん
の
黒
島
（
鹿
児
島
県
三
島
村
）
の
記
述
も
、
も
し
事
実
を
伝
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
一
例
と
す
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。

「
呆
烏
で
は
長
男
が
嫁
を
と
る
と
、
親
は
弟
た
ち
を
連
れ
て
家
を
出
る
ん
で
す
。
ま
た
家
を
建
て
る
。
材
木
は
山
に
い
く
ら
で
も
あ
っ
て
、
誰
で
も
勝

手
に
切
り
出
せ
る
の
で
。
次
男
が
嫁
を
と
る
と
、
ま
た
三
男
以
下
を
連
れ
て
出
る
。
最
後
に
親
だ
け
が
残
る
と
、
あ
の
笹
小
屋
に
入
る
ん
で
す
よ
」
。

星
島
校
長
が
痛
ま
し
い
目
を
し
て
、
片
泊
を
見
下
し
な
が
ら
、
黒
島
古
来
の
習
慣
を
説
明
し
た
（
有
吉
佐
和
子
『
私
は
忘
れ
な
い
』
新
潮
文
庫
、
一
五

O
頁）。



奈留島キリシタンの家族分封

表 28

LI 
－－＝” 

5 1 6 1 7 長子相続 (85. 7) (14. 3) (100) (71.4) (14. 3) 

1 1 6 7 隠居分家 一（14.3) (14. 3) (85. 7) (100) 

2 1 3 10 1 3 17 末子相続 一（11.6) (6. 0) 一（17.6) (58. 8) (6. 0) 一（17.6) (100) 

4 4 混合型 D 一（100) 一（100)

1 1 1 3 2 5 混合型 E 一（100)一（20.0) (20. 0) (20.0) (60. 0) (40. 0) 

＋』a＝一－””

未

定

隆~o)lcム）｜州諸5体

扶養者あり

兄｜末子｜その他｜小子｜仲

す
な
わ
ち
隠
居
分
家
と
結
び
つ
い
た
完
全
隠
居
の
姿
で
あ
る
。
た
だ
こ
う
し

た
完
全
隠
居
は
、
隠
居
分
家
の
事
後
処
廻
と
し
て
だ
け
現
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。

奈
留
島
で
は
、
末
子
相
続
式
の
分
封
が
そ
の
全
数
、
完
全
隠
居
と
な
っ
た
こ
と

は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
い
や
例
は
、
遠
く
薩
南
諸
島
に
求
め
る

ま
で
も
な
い
。
福
江
本
島
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
二
部
落
（
岐
宿
町
楠
原
・
水
之
浦
）

（

9）
 

も
、
同
様
な
結
果
を
し
め
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
表
泊
三
す
な
わ
ち
こ
こ

で
も
過
半
（
五
五
%
）
の
セ
ッ
ト
は
、
完
全
隠
居
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
と

と
も
に
長
子
相
続
型
を
除
い
て
、
こ
の
完
全
隠
居
が
す
べ
て
の
分
封
型
に
付
着

そ
と
め

し
て
い
る
。
こ
の
二
部
落
の
住
民
も
、
近
世
の
末
、
西
彼
杵
半
島
の
外
海
地
方

か
ら
渡
海
し
て
き
た
。
奈
留
島
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
明
治
の
初
年
、

公
教
に
復
帰
し
て
、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
な
っ
た
。
と
す
れ
ば
奈
留
島
の
相
続

慣
行
も
、
け
っ
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
藩
政
期
か
ら
の
伝
統
を
守
り
つ
づ
け

た
か
ら
の
結
果
で
は
な
い
。
言
い
か
え
れ
ば
信
仰
の
な
せ
る
わ
ざ
で
は
な
い
。

む
し
ろ
渡
海
以
後
、
か
れ
ら
が
置
か
れ
た
社
会
的
・
経
済
的
、
さ
ら
に
い
え
ば

政
治
的
状
況
が
こ
う
し
た
族
制
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
明
治

以
降
、

キ
リ
シ
タ
ン
と
カ
ト
リ
ッ
ク
と
教
団
組
織
を
別
に
し
な
が
ら
も
、
な
お

旧
慣
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。
と
同
時
に
明
治
以
降
も
、
教
団
を
異
に
す
る
こ
と

に
よ
る
生
活
条
件
の
差
異
は
こ
れ
が
微
弱
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
推
察
さ
れ
る

わ
け
で
あ
る
。

五



五

（
1
）
奈
留
島
の
調
査
は
、
昭
和
四
八
年
一
一
一
月
、
四
九
年
四
月
、
五
O
年
四
月
の
三
固
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
作
業
に
は
主
に
野
口
が
こ

れ
に
当
た
っ
た
。
野
口
は
ま
た
「
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封
｜
奈
留
島
・
樫
木
山
の
場
合
｜
」
（
『
筑
紫
女
学
園
短
期
大
学
紀
宮
第
一

O
号

昭
和
五
O
年
三
月
、
七
五
l
九
六
頁
）
を
書
い
て
い
る
。
な
お
最
終
の
調
査
に
は
、
坂
本
喜
久
雄
（
東
亜
大
学
）
も
参
加
し
た
。

（2
）
こ
の
島
々
の
キ
リ
ス
ト
教
系
家
族
の
全
体
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
五
島
列
島
の
キ
リ
ス
ト
教
系
家
族
』
昭
和
五
四
年
を
参
照
。

（
3
）
具
体
的
に
は
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
（
昭
和
四
五
年
制
定
）
に
も
と
づ
く
事
業
で
あ
っ
て
、
樫
木
山
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
所
有
農

地
を
町
当
局
が
買
収
、
こ
こ
に
町
営
住
宅
二
三
戸
を
建
設
し
て
、
葛
島
島
民
に
低
家
賃
で
住
ま
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
葛
島
の
跡
地
も
、

町
当
局
が
買
取
る
こ
と
に
な
っ
た
（
使
途
未
定
）
。
と
こ
ろ
で
高
島
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
明
治
の
初
年
に
カ
ト
リ
ッ
ク
に
復
帰
、
明
治
三

二
年
に
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
神
父
ベ
ル
l
師
に
よ
っ
て
葛
島
教
会
が
建
て
ら
れ
た
。
当
時
の
信
者
は
、
七
O
人
ほ
ど
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
教

会
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
維
持
さ
れ
て
き
た
が
、
ル
l
ス
台
風
で
倒
壊
、
昭
和
二
九
年
に
再
建
さ
れ
た
。
な
お
教
会
は
、
初
建
当
時
は
桐
教

会
（
若
松
町
、
中
通
島
）
の
所
管
で
あ
っ
た
が
、
間
も
な
く
一
奈
留
教
会
に
移
っ
た
。
し
た
が
っ
て
今
回
の
集
団
移
住
は
、
い
わ
ば
親
教
会
の
お
膝

元
に
移
っ
た
こ
と
に
な
る
。
も
と
も
と
首
相
島
は
、
水
源
こ
そ
あ
っ
た
が
、
平
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
島
民
た
ち
は
段
々
畑
に
イ
モ
と
ム
ギ
と
を
つ

く
っ
て
、
生
活
し
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
イ
モ
、
ム
ギ
も
、
需
要
を
み
た
す
に
は
足
り
ず
、
か
た
わ
ら
一
本
づ
り
に
従
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

い
や
生
業
は
、
次
第
に
一
本
づ
り
に
移
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
奈
留
本
島
の
共
同
化
の
風
潮
に
刺
激
さ
れ
て
、
部
落
共
同
の
網
を
経
営
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
不
振
の
た
め
に
や
が
て
解
散
と
な
っ
た
。

な
お
最
近
は
離
島
者
が
多
く
、
昭
和
四

O
年
当
時
、
三

O
世
帯
、
二
一
三
人
の
部
落
が
、
四
八
年
に
は
二
四
世
帯
、
一
二

O
人
に
激
減
し
た
。

と
り
わ
け
若
年
労
働
力
の
流
出
が
は
げ
し
い
。
ま
た
漁
業
の
変
遷
も
大
き
く
、
集
団
移
住
当
時
、
一
本
づ
り
を
経
営
し
て
い
る
の
は
八
戸
だ
け
で

あ
っ
て
、
残
り
は
生
活
保
護
の
二
世
帯
を
別
に
す
れ
ば
、
本
島
の
ま
き
網
漁
業
に
雇
わ
れ
て
い
た
。
島
は
す
で
に
生
活
の
場
所
と
し
て
の
意
味
を

失
な
う
と
と
も
に
、
本
島
へ
の
移
住
が
抵
抗
な
く
お
こ
な
わ
れ
た
理
由
で
も
あ
ろ
う
。

（4
）
古
野
清
人
『
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
』
昭
和
三
四
年
、
二
二
四
頁
。

（5
）
な
お
明
治
初
年
の
戸
籍
に
よ
る
と
、
樫
木
山
部
落
で
は
、
家
四

O
野
、
人
数
ニ

O
七
人
（
男
一

O
二
、
女
一

O
五
）
が
数
え
ら
れ
る
。
姓
氏
は

一
九
姓
で
、
こ
の
う
ち
現
住
戸
の
姓
と
一
致
す
る
の
は
、
岩
村
（
八
戸
）
、
松
本
（
七
戸
）
、
橋
口
（
四
戸
）
、
窄
中
（
二
戸
）
の
四
姓
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
二
戸
以
上
の
姓
と
し
て
古
巣
（
五
戸
）
、
城
回
、
藤
原
、
花
浦
の
四
姓
が
み
ら
れ
る
が
、
現
在
は
ま
っ
た
く
姿
を
消
し
て
い
る
。
次
に

こ
れ
は
本
稿
に
は
直
接
の
関
係
を
持
た
な
い
が
、
当
時
の
部
落
別
の
戸
口
を
掲
げ
て
お
く
（
表
口
）
。

（
6
）
分
封
型
の
類
型
化
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
五
島
カ
ト
リ
ッ
ク
の
家
族
分
封
』
昭
和
四
五
年
、
五
節
を
参
照
。



奈留島キリシタンの家族分封

（

7）
 

（

8
）
 

（

9）
 

拙
稿
「
上
五
島
キ
リ
シ
タ
ン
の
家
族
分
封
」
角
哲
学
年
報
』
第
三
三
輯
1

昭
和
四
九
年
、
三
五
｜
九

O
頁）。

拙
著
『
末
子
相
続
の
研
究
』
昭
和
四
八
年
、
第
一
部
第
七
章
。

拙
稿
「
五
島
の
隠
居
制
家
族
｜
隠
居
と
再
隠
居
l
」
（
『
哲
学
年
報
』
第
三
五
輯
、
二
七
｜
八
七
頁
）
。

五


